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鈎虫分布に関する研究

(1) 自然要因および社会要因が鈎虫分布に及ぼす影響について

志々日亨
岡山大学医学部第一内科教室（主任 小坂淳夫教授）

（昭和33年 8月28日）

特別掲載

緒言

人寄些の鈎虫は，まれに寄生する Ancylostomαmala-
yanumを含めれば，Ancylostomabrazz・＇liense,Ancylost-
oma duoゐ仰le（以下 A.ιと略〉および N診catorm仰－
ricanus （以下 N.a.と略〉の 4種があるが，木邦には A.
.d.とN.a.の両種が好布している。 A.d.と N.a.は，
一見，形態，寄生部位，症状などが近似しているかの如
くであるが，詳細に比l佼すれば，体l・iW造の相違を除いて
も，生物学的性状に次のような多数の桐速がある。

仔虫時代 ：（イ〉自然環境に対する 111抗性（pH,r1i;;¥. 
皮，湿度，日光，薬品など） A.d.大， N.α．小． （ロ〉
感染経路 A.d.経口 ・経皮， くその主道性については異
説がもり，一致した見解に達していない。） N.α．経皮主

道，経口従。

成虫時代 ：（ハ〉病害性 A.d.:N.a.は約5: 1。（ニ〉
.~r:{虫薬に対する抵抗性 A. d. 大， N.a. 小。（ホ〉産卵量
A.d.大， N.a.小。〈へ〉限界寄生数 A.ι小， N.a.大。
本邦における鈎虫の疫学調子町を綜合すると，地域によ
って感染率，感染濃度に著しい差がみられ，かっA.d.,
N.a.の分布も 1種が独占していJどり ，両種が混在した
り，さまざまな様相を呈し，ととろによっては比較的狭

い地域内てさえ両種がモずイク状に交錯したり，著しい
濃淡を呈したりするようである。国民の約3割が鈎虫保
有者であろうとj往定されている今日，病害性の著しく異
なる A.a. と N.a.の何れがどれだけの披jえて，をの地
域に好不Iiしているかを明らかにする ζ とは公衆衛生上IJl
要なととである。限られた地域内であっても疫学的調査

TORU SHISIDNE: Studies on the distribution of 
hookworm. (1) E旺ectsof natural and social factors 
on the distribution of hookworm (Department of 
Internal Medicine, School of Medicine, Okayama 
.University) 

を可及的詳細に行い，何故乙のような現象企呈するかに
ついて多角的に追究すれば，今後鈎虫の予防 ・撲滅にた

いに役立つととになろう。

著者はRI崎県北諸県郡山之口村において，鈎虫の感染
状態を調査し，併せ℃疫学相に関する口然要因および社

会要閃の両面について検討し，いささか興味ある知見全

作たので報告する。

( 113) 

調査方法

(1) 調査地の人口 ・位置 ・国税 ・地勢

m1関に示すように宮崎県北諸県郡山之口村は東経
131皮9牙17秒，北緯31皮 40分，都域市の東北に位置

第 1図



716 

し，結白山麓から都城北諸金地の東北部を占め，大体菱

形をなし，而杭97km2，人口8775名の段業を主とし林業

その他を副業とする村である。木調子tては，当J寸を平上口

調g（高度 140～ 160m），丘陵地（高広 160～ 180m),Ill 

地 （高度 200rn以上〉の 3地形に分けた。すなわち第2

図に見るように下富吉，向原，山fflJ，前ノj，川内は大体

註 一一 200m 等高線，一一一180m 等高線

--160 m 等高線

第 2図

平地に属し，乗峯，桑原，中原，正近，田原，酪，六十

回， . 11~r~は丘陵に属し， 野上は丘陵から山地にかけ散伝

し，青井岳は山地に属するむ

(2) 検便法

検査はすべて飽和食塩水浮説法（比illl,210以上〉て実

施した。すなわち試験管に可検使の抑指頭、大を採り，と

れに2倍の食塩水を加えてよく撹押し，さらに管口にあ

ふれる位静かに駒込ピペッ トて注加し1～1.5時間放置

し，浮潜液の表面に18×18mmのデッキグラスを接:JE｝さ

せ，とれをオプエクトグラスにのせて鏡検した。

(3) 駆虫法

鈎虫保有者は各部議どとにあつめ，前・日夕食を禁止さ

せ，硫マ（大人25g，中学生2Qg，小学生15g）を 400

cc.以上の多量の水と共に投与，つづいて虫体被覆の粘

［寄生虫学雑誌・第 7悲 ・第 6号

液をとかす日的でかili:V1j，自民性マグネシヤ各1gを頓f日さ

せたじ当「！は早明から再び直前 ・蝦マ存1gを頓用させ

た後，大人はネマ トーノレ3球とテトレン8到し 15歳以下

はテ トレン年齢球を2聞に牙服させ，その後2時間長経

過し，硫マ（大人30g，中学生20g，小学生15g）を多量

の水と共に投与した。採虫訟としては各自に洗面器を渡

し，服薬からの排便を24日寺間後まで採取させ，各えの使

については入念にi慮便し，各人ごとに小型びんにあつ

め，後円 A.ιと N.a.とに分類した。
(4) 算定｜揚性者数の求め方

要因ごとに A.d.,N.a.両種鈎虫の感染状態を検討す

る場合，はじめに鈎虫保有者全員に A.d.,N.a.の何れ

が寄生しているかを明白にしないと，排虫者数から感染

率を求めて比較しても意味をなさない。しかし駆虫する

と必らず未排虫者の出現はあり得るし，とれを全員，培

養による調査を同一時期に実施するのは至難である。そ

こで鈎虫保有者全員が，A.d.,N.a.何れの保有者てあ

るかを推定すべく，排虫者数（検査｜場性数〉から逆釦し

て算定陽性者数を求めた。すなわち A.d.または N.仏

X'iI定｜湯性数＝く鈎虫陽性者数十鈎虫陽性者数×

混合排虫者数、× A.d.または N.a.排虫者数 とし
全排虫者数ノハ 全封l：虫者数
た。鈎虫陽性者数に比し，jJ¥:.1±1,者数〈検査陽性数〉の極

めて少ない項目が生じたが，年齢別，部落別，職業別，耕

作面積別に牙析し，各々の合計を一致するようにして通

算したので大体正確な数字が求められたものと考えるc

成績

(1) 地区別感染状態

A) 全村の年齢別感段状態 ：

山之口村の鈎虫撲滅を企凶し，可及的全員に尿便の提

出を要屯したにもかかわらず，半数（4085名）が応じた

にすぎなかった。検査の結果は鈎虫陽性者数1737名，

42.5%で，つづいて集団駆虫を行うと，参加者は1357名

となり，内1033マア， 76.1 %に排虫をみた。個人別に採取

した者は 941名，内A.d.単独排虫者は 340名，N.a.単

独排虫者は 175名，混合排虫者は 426名て，当村は A.d.

保有者が多い。年齢別感柴状態を通覧すると，15歳未満

の小児期は20～30%の低率てあるが，16歳頃から急激に

向ま れ 成人期は50～70%となる。 A.d.とN.α．との感

染関係を比較すると，感染率は36～40,51～55, 61～65 

1議の 8年齢層を除けは各年齢層て A.d.保有者が多い。

平均排虫数は O～ 5歳ては A.d.が多いが，6～20歳て

は N.α．がわづかに多く，21～25歳ては殆んど変らず，

( 114) 
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第 1表 全村居住民の年齢別鈎虫感染状態

調査 鈎虫 A. d. N. a. 年齢
人員

FβO ／ 算定陽性数 J/ 坦陽l珪数 （検蚕／／）

0～ 5 235 54 23.0 28 (3) 11.9 

6～10 1139 347 30.5 277(140) 22.6 

11～15 1041 291 20.9 231(142) 22.2 

16～20 147 81 55.l 60(29) 40.8 

21～25 180 101 56.1 79(40) 43.9 

26～30 186 118 63.4 102 (50) 54.8 

31～35 191 120 62.8 117 (60) 61.3 

36～40 189 118 62.4 88 (54) 46.6 

41～45 174 123 70.7 102 (59) 58.6 

46～50 187 125 66.8 107 (68) 57.2 

.Sl～55 142 95 61.3 78(47) 54.9 

.56～60 108 69 63.8 60(37) 55.6 

日 ～65 81 44 54.8 32(17) 39.5 

166～70 40 23 57.5 21 (11) 52.5 

71～ 45 28 62.2 25 (9) 55.6 

計 4085 1737 42.5 1407 (766) 34.4 

26歳から高齢層までは断然 N,a.が：多い。すなわち15歳

未満の小児期は A.d.22.2 %の 3.5匹？と；吋して N.a.

14. 7%, 6.5匹となり，感染率ては A.d.が高く折虫数
ては N.a.が多い。 16歳以上の成人期ても A.ι52.1%
8.2匹に対して，N.a.44.1%, 16.4匹となり，感染率

ては A.d.が高く，排虫数ては N.a.が多い。

B) 地区別感染状態 ：

部務別に感染状態を比較すると第2哀の如くである。
感染率は最高が乗峯て52.0%，最低は踏の33.8%で，同

口付といえども部落によって著しい濃淡がみられるο

A.d.の感染率は，乗峯が最も高く 43.2%，ついて野
上の39.~ %，向原の37.4%，正近の36.8%，下富吉の
-36.Y %, JI[内の36.2%のJI国て，とれらは高率の部落に属
する。飛怯は最も低く 22.8%，ついて、低いのは桑原の
-30 .5%，中原の30.6%，六十回の31.2%，山町の31.2%

麓の31.4%などで，これらの部落は低率に属する。乗峯

は Pr{χ2 ＞ χ2sl.43 ｝ く 0.05 の危険率をもって高く ， JI~ほ

ほ Pr{χ2＞χ2sl.72} <0.01の危険率をもって低い。一人

当り排虫数は平均 6.4匹て，多い部落は青井岳の 9.6匹

を筆頭、に，前方の 8.1匹，正近の 7.5匹，飛1去の 7.1
匹，下宮古の 7.0匹であり，少ない部落は桑原の 5.5

一人 算（定陽性）数 一人排虫数当 り
崎査＂

% 排虫数 当り

15 5.0 28 (3) 11.8 6 2.0 

431 3.1 175 (91) 15 4 443 4.8 

555 3.9 152 (92) 14.6 510 5.5 

251 8.7 51 (25) 34.0 248 9.9 

329 8.2 63 (33) 35.0 497 7.9 

396 7.9 77(37) 41.4 1129 30.4 

489 8.2 86(49) 45.0 1272 26.0 

377 7.0 90 (55）‘ 47.6 1124 20.4 

649 17'8 94(54) 54.0 2136 41.4 

559 8.2 77(51) 41.2 970 18.6 

377 8.5 69 (41) 54.2 629 14.3 

222 6.0 51 (32) 47.2 484 15.2 

185 10 9 36 (19) 44.4 295 15.5 

80 7.3 20(11) 50.0 347 31.5 

21 2.3 22 (8) 48.8 106 13.3 

4936 6.4 1091 (601) 26. 7 10196 17.0 

匹，麓の 5.2匹，田原の 4.6匹，川内の 4.2匹のJI国て，

最も少ない部落は六十回の 3.2匹である。 N.a.の感染

率は平均26.7%で，高い部落は下富吉の39.0%，正近の

37.9%，乗峯の36.0%，川内の32.6%，桑原の31.6%な

どであり，低い部落はI与井岳の 19.5%，六十回の 18.3

%，山町の14.0%および麓の 12.6%である。下富吉は
Pr ｛χ2＞χ2s 1. 75｝く 0.01，正近は Pr{χ2＞χ2s.2.20｝く

0.01，乗峯は Pr{X2＞χ2s 1.53} < 0.05の危険率をもって

高く ，館は Pr｛χ2＞χ2s 2.48} <0.01, 山町は Pr｛χ2>

χ2s 2.20｝く0.01，六十回は Pr｛χ2＞χ2s 1.54} < 0.05, 

青井岳は Pr｛χ2＞χ2s 1.48｝く0.01の危険率をもって低

い。平均排虫数は正近が最も多く 35.8匹， ついて、川内の

27.4匹，前方の26.8匹， 野上の23.8匹などが多く ，田原
がAそも少なく 4.1匹，ついて、中原の 5.8匹，錘の 6.5
匹，乗峯の 6.8匹，山町の 7.3匹，六十回の 8.5匹，青

井岳・の 9.4匹などが少ない。

A.d.の部落別感染率は23～44%の聞で，N.a.のそれ
は13～39%の内て変動しているが，A.d.の部落差は小

さく，N.a.の部落差は大きい。平均排虫数の部落差は
A.d. 3.2～ 9.6匹の間て，N.a.のをれは 4.1～35.8匹

の聞で変動し，N.a.はA.d.に比してその差の聞きが大

( 115) 
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音rs落別感染状態

調査
人員

N. a. 

一人 算定陽性数
当り （検査＂） % 排虫数当り

6.3 45 (22) 36.0 150 6.8 

5 . 5 85 ( 49) 31. 6 534 10 . 9 

7.5 111(56) 37.9 2006 35.8 

6.6 37(19,1 23.6 110 5.8 

7.0 279(162) 39.0 2600 16.0 

4. 2 71 (45) 32.6 1231 27.4 

8.1 60(33) 29.4 885 26.8 

5.8 127(61) 24.8 920 15.1 

6.2 43(24) 14.0 175 7.3 

4. 6 13 (7) 22. 0 29 4 .1 

5.2 58(29) 12.6 188 6.5 

3.2 20 (10) 18.3 85 8.5 

5.0 52 (28) 26.3 666 23.8 

9.6 65 (41) 19.5 386 9.4 

7.1 25(15) 20.3 231 15.4 

A. d. 

% 排虫数：

第 2表

鈎虫

陽性数 % 

132 

268 

427 

146 

43.2 

30.5 

36.8 

30.6 

算定陽性数

金査竺j

1064 

197 

333 

36.7 

36.2 

35.8 

583 

50 

363 

61 

193 

298 

37.4 

31.2 

33, 9 

31.4 

31.2 

39.9 

32.4 

22.8 

54(21) 

82(49) 

107 (57) 

48 (22) 

263 (152) 

79(47) 

73(41) 

192 (101) 

96(48) 

20(11) 

144 (70) 

34(19) 

79(39) 

108 (75) 

28(14) 

52.0 

42.4 

49.2 

36.9 

50.5 

48.2 

45.l 

40.0 

35.1 

65 

114 

144 

125 

269 

293 

157 58 

362 

105 

92 

218 

204 

40.7 

33,8 

40.4 

45.5 

38.7 

34.1 

205 

108 

44 

90 

717 

24 

155 

513 

308 

59 

459 

109 

198 

部落名

来

桑

正

峯

原

近

中原

下富吉

川内

前方

向原

山町

田原

麓

六十回

野上

青井岳

飛松

722 129 333 

123 
99 42 

17.0 

く高率を示した。 A.d.の感染病は最I；’，551～531？，誌の80%,

最低 0～5）慌の 0%，平均30.5%であり，成人は小児に

比し高率である。平均tW虫数は最大26~·30演の56.0匹，

最小66～70成の 1.0匹，平均 5 .5匹てあり，労働イi二齢J~l

に多く ， ：百年者および，：・s齢者j留に少ない。 N.α．の感染

率は最高26～301支の 100%，最低 O～5設の15.4ラo，平

均31.6%であり，成人は小児に比し著しく同率であるc

平均J:JI：虫数は，最大46～50歳の26.6匹， til小 O～5歳。

1.0匹， 平均10.＼）匹て，年齢差はみられない。 A.d.と

N.a.の感染率は近似しているが，J:Jt：虫数は A.d.が高齢

者と若年者に少ないのに対し， N.a.は庁作者肘にのみ

少ない。

iii IIミ近部法（日5去〉 ：人口 56G人，調査人員 203

人。主として農業。正陵地。

,Q{ij虫の感染率は最高71成以上の 100%，ぷ低11～15嘆

の22.2%，平均49.2%てあり，成人は小児に比較し高率

を呈した。 A.d.の感染率は 1 最高711友以上の 100°6, 

；ぷイ氏11～151誌の13.0%，平均36.8%で，成人は小児に比

し若しく向率である。平均J:JI＂－虫数は最大 46～50歳の25.4

匹，最小61～65！衰の 1.0匹，平均 7.5匹て年齢変動は認

められるが， 成人対小児の差異はみられないようであ

10196 26.7 1091 (601) 6.4 4936 34.4 1407 (766) 

きし、。

C) 地区別年齢別感染状態：

i乗峯市）y存〈白（｝ 3）ミ〉 ：人口 23＼）人，

人。主として民業。丘陵地。

鈎虫のJ感染率は大体年少者に低く成人に，・：sい。品：・，csは

36～40慌の 100%，ι（－低は11～15成の15%，平均52%で
店、る（； A.d.の感染率は最高 21～25蔵の87.5%，最低6

～101支の17.4%，平均43.2%て、あり，成人は小児に比し

薪しく l匂唱を示した。平均J:J＼：虫数は，最大56～60歳の

12.5匹，itl小46～50成の 2.3匹， 平均 6.3匹て，年齢差

はみられない。 N.a.の感染率は，M高46～50農の80°6,

れ侭11～15],{:.if,の15%，平均36%であり ，A.d.同政成人

は小児に比し苦しく高主停止呈した。平均JJ＼；虫数は，最大

36～40！.誌の42.0匹，最小6～10！~~zの 1.0 匹， 平均 6. 8匹

てあるυ 成人は小児より排虫数が多い。 A.d.,N.a.の感

染状態士比較すると，感染率，j:J¥:!.fJ.数共に＂ ＇：齢出線は大

｛本一致している。

ii 桑原部必cm4 Jと〉 ：人口 62主人，調査人員 26¥)
人。主として農業コ丘陵地。

鈎虫の感染率は，最高71歳以上の 100%，最低 O～5

五誌の15.4%，平均42.4'.?oて、あり，成人は小児に比し著し

調査人員 125

42.5 1737 計 4085

( 116) 
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年齢

O～ 5 9 

6～10 23 

11～15 20 

16～20 6 

21～25 

26～30 11 

31～35 12 

36～46 3 

41～45 6 

46～50 5 

51～55 6 

56～60 8 

61～65 3 

66～70 

71～ 

調査
人員

第3表乗峯部落の年齢別鈎虫感染状態

A. d. 

算定陽性数 一人形 排虫数（検査II) 当り

3 33.3 

4 (1) 17.4 

鈎虫

陽性数 男子

8 

4 44.4 

4 17.4 

3 15.0 

4 66.7 

7 87.5 

8 72.'J 

9 75.0 

3 100.0 

4 66.7 

4 80 0 

5 83.3 

6 75.0 

2 66.7 

1 25.0 

1 100.0 

4 4.0 

7 (1) 87.5 12 12.0 

8 (4) 72.7 

9 (3) 75.0 

2 (1) 66.7 

3 (2) 50.0 

4 (3) 80.0 

4 (3) 66.7 

6 (2) 75.0 

2 (1) 66.7 

1 

1 

25.0 

25.0 

24 6.0 

16 5.3 

5 5.0 

5 2.5 

7 2.3 

28 9.3 

25 12.5 

6 6.0 

719 

N. a. 

算定陽性数 % 排虫数（検査II) 当り

2 22.2 

4 (i) 17.4 ・ 1 1.0 

3 (2) 15.0 2 1.0 

4 (2) 66.7 25 12.5 

4 (2) 36.4 

4 (2) 33.3 

2 (1) 66.7 

4 (3) 66.7 

4 (3) 80.0 

4 (3) 66. 7 

6 (2) 75.0 

2 (1) 66. 7 

1 

1 

25.0 

25.0 

14 7.0 

3 1.5 

42 42.0 

5 1.7 

18 6.0 

7 2.3 

30 15.0 

3 3.0 

計 125

4 

1 

65 52.0 54(21) 43.2 132 6.3 45(22) 36.0 150 6.8 

年齢

O～ 5 

6～10 

11～15 

16～20 

21～25 

26～30 

31～35 

36～40 

41～45 

46～50 

51～55 

56～60 

61～65 

66～70 

71～ 

調査
人員

鈎虫

陽性数 % 

第 4表桑原部落の年齢別鈎虫感染状態

A. d. 

3

2

9

5

3

6

1

4

0

4

5

6

6

2

3

 

y
i
o
O

庁

i

T

i

噌

i

－－

1
i

唱

i

4

6

8

0

8

3

6

9

0

3

0

7

7

0

0

 
．
．
 

5

6

7

0

3

3

3

2

0

4

0

6

6

0

0

 

1

3

2

4

5

8

6

4

8

6

8

6

6

5

0

 

司，ム

2

0

2

2

7

5

7

6

8

9

4

4

4

1

3

 

Q
U

ワ山

算定陽性数 nノ

（検査II) 月
排虫数 人

当り

20(12) 24.4 

19(13) 24.0 

1 20.0 

5 (2) 38.4 

3 (1) 50.0 

7 (6) 63.6 

4 (2) 28.6 

6 (3) 60.0 

4 (4) 28.6 

4 (2) 80.0 

4 (2) 66.7 

2 (1) 33.3 

1 (1) 50.0 

2 66.7 

40 3.3 

43 3.3 

22 11.0 

56 56.0 

37 6.2 

14 7.0 

31 10.3 

12 3.0 

5 2.5 

6 3.0 

1 1.0 

1 1.0 

N. a 

算定陽性数 n/ 
（検査／／） 月

2 (I) 15.4 

17(10) 20.7 

13 (9) 16.5 

I 20.0 

7 (3) 53.8 

6 (2) 100.0 

6 (5) 54.5 

6 (3) 42.9 

8 (4) 80.0 

8 (7) 57 .1 

2 (1) 40.0 

2 (1) 33.3 

4 (2) 66.7 

1 (1) 50.0 

2 66.7 

排虫数 人
当り

I 1.0 

31 3.1 

79 8.8 

56 18.7 

31 15.5 

79 15.S. 

14 4.7 

13 3.3. 

186 26.6 

10 10.0 

2 2.0 

8 4.0 

24 24.0 

計 269 114 42.4 82(49) 30.5 268 5.5 85(49) 31.6 534 10.9 

( 117) 
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年齢

O～5 

6～10 

11～15 

16～20 

21～25 

26～30 

31～35 

36～40 

41～45 

46～50 

51～55 

56～60 

61～65 

66～70 

71～ 

調査
人員

鈎虫

陽性数

第 5表正近部落の年齢別鈎虫感染状態

A. d. 

n/ 算定陽性数
月 （検査＂）

ヌ4 排虫数一人
当り

15.8 5 5.0 

28.8 29 3.2 

13.0 17 2.8 

20.0 4 4.0 

41.2 23 3.3 

31.8 22 7 .3 

6 31.6 3 (1) 

25 37.9 19 (9) 

12 22.2 7 (6) 

8 53.3 3 (1) 

7 41.2 7 (7) 

17 77.3 7 (3) 

［？寄生虫学雑誌・第 7巻・第 6号

N. a 

輔定陽性数
（検査fl) % 排虫数当り

3 15.8 

21 (10) 31.8 69 6.9 

8 (7) 14.8 124 17.7 

8 (3) 53.3 77 25.7 

5 (5) 29.4 184 36.8 

17 (7) 77.3 116 16.6 

9 (5) 47. 4 188 37. 6 

6 (3) 54.5 4 1.3 

6 (4) 46.2 846 211.5 

7 (4) 41.2 196 49.0 

7 (3) 53.8 23 7.7 

3 (i) 37.5 6 6.0 

6 (2) 54.5 64 32.0 

4 (2) 80.0 109 54.5 

1 33.3 

計
111(56) 37.9 2006 35.8 293 

9

6

4

5

7

2

9

1

3

7

3

8

1

5

3

 

1

6

5

1

1

2

1

1

1

1

1

1

 

12 63.1 

8 72.7 

8 61.5 

12 70.6 

11 84.6 

5 62.5 

6 54.5 

4 80.0 

3 100.0 

12 (7) 57.8 75 10.7 

8 (4) 72.7 22 5.5 

6 C4) 46.2 19 4.8 

12 (7) 70.6 178 25.4 

9 (4) 69.2 26 6.5 

3 ( 1) 37. 5 1 1. 0 

6 (2) 54.5 2 1.0 

3 (1) 60.0 4 4.0 

3 100,0 

107(57) 36.8 427 7.5 

年齢

O～ 5 

6～10 

11～15 

16～20 

21～25 

26～30 

31～35 

36～40 

41～45 

46～50 

51～55 

56～60 

61～65 

66～70 

71～ 3 

調査
人員

144 49.2 

鈎虫

陽性数 % 

τ
i
n
b
n
U
T
i

円

O
P
O
P
O
D
n
M
o
o
n
υ
τ
i
F
h
1
U
F
O

4

4

1

ム

4 36.4 

10 21.8 

6 15.0 

1 100.0 

2 33.3 

4 66.7 

3 50.0 

4 50.0 

7 87.5 

6 60.0 

1 100.0 

5 100.0 

4 66.7 

第 6表 中原部落の年齢別鈎虫感染：伏態

A. d. 

算定陽性数 % 排虫数
（検査＂） 当り

4 36.4 

6 (3) 13.1 17 5. 7 

4 (3) 10.0 7 2.3 

1 100.0 

1 (1) 16.7 1 1.0 

4 (2) 66.7 21 10.5 

3 (1) 50.0 5 5,0 

4 (1) 50.0 2 2.0 

7 (2) 87.5 45 22.5 

6 (3) 60.0 10 3.3 

5 (4) 100.0 26 6.5 

2 (1) 33.3 10 10.0 

1 (1) 33.3 2 2.0 

N. a. 

算定陽性数 aど
（検査／／） /Cl 

排虫数 人
当り

1 33.3 

6 (3) 13.1 3 1.0 

4 (3) 10.0 4 1.3 

1 (1) 16. 7 11 11.0 

2 (1) 33.3 1 1.0 

4 (1) 50.0 9 9.0 

4 (1) 50.0 20 20.0 

6 (3) 60.0 11 3.7 

1 100.0 

4 (3) 80.0 23 7.7 

4 (2) 66.7 24 12.0 

1 (1) 33.3 4・ 4.0

計 157 37 (19) 23. 6 110 5.8 58 36.9 48(22) 30.6 146 6.6 

( 118) 



昭和 33年 12月 (1958）〕

年齢

0～ 5 

6～10 160 

11～15 163 

16～20 32 

21～25 48 

26～30 

31～35 

36～40 

41～45 

46～50 

51～55 

56～60 

61～65 

66～70 

71～ 

調査
人員

鈎虫

陽性数 % 

49 15 30.6 

60 37.5 

46 28.2 

21 65.6 

29 60.4 

24 77.4 

23 67.7 

36 75.0 

30 81.1 

26 76.5 

16 69.6 

9 75.0 

11 52.4 

9 75.0 

7 53.8 

第7表下富吉部落の年齢別鈎虫感染状態

A. d. 

算定陽性数 一人% 排虫数
（検査II) 当り

48(28) 30.0 101 3.6 

29(23) 17.8 91 4.0 

13 (7) 40.6 38 5.6 

23(10) 47.9 98 9.8 

24(12) 74.2 

23 (11) 67. 7 

23 (13) 47 .9 

25(15) 67.6 

19(11) 55.8 

12 (8) 52.2 

5 (3) 41. 7 

4 (4) 19.l 

9 (5) 75.0 

7 (2) 53.8 

126 10.5 

110 10.0 

102 7.8 

159 10.6 

33 3.0 

77 9.6 

30 10.0 

39 9.8 

50 10.0 

10 5.0 

721 

算定陽性数
（検査II)

15 (1) 

N. a. 

% 排虫数当す

30.6 4 4.0 

1

4

8

7

4

3

2

1

2

3

 

3

3

4

3

3

2

1

2

1

1

 

29(23) 18.1 114 5.0 

34(25) 20.9 157 6.3 

18 (8) 56.2 33 4.1 

26(12) 54.2 162 13.5 

19 (12) 61.3 

21(10) 61.8 

27 (17) 56.3 

28(17) 75.7 

17 (10) 50.0 

13 (8) 56.5 

5 (5) 41. 7 

11 (7) 52.4 

9 (5) 75.0 

7 (2) 53.8 

469 39.1 

75 7.5 

163 9.6 

673 39.6 

140 14.0 

93 11. 6 

222 44.4 

122 17.4 

102 20.4 

71 35.5 

計 279(162) 39.0 2600 16.0 717 362 50.5 263(152) 36.7 1064 7.0 

年齢

0～ 5 

6～10 

11～15 

16～20 

21～25 

26～30 

31～35 

36～40 

41～45 

46～50 

51～55 

56～60 

61～65 

66～70 

71～ 

調査
人員

鈎虫

陽性数 % 

3

7

9

1

8

1

0

4

5

4

6

0

5

2

3

 

1

5

3

1

1

1

1

1

1

1

 

4 30.8 

17 29.9 

14 35.9 

5 45.4 

3 37.5 

6 54.5 

7 70.0 

8 57.1 

14 93.3 

9 64.3 

6 100.0 

7 70.0 

3 60.0 

2 66.7 

第 8表 川内部落の年齢別鈎虫感染状態

A. d. 

算定陽性数 % 排虫数（検査／／） 当り

3 23.0 

17 (9) 29.8 15 1. 7 

9 (5) 23.1 13 2.6 

5 (2) 45.4 12 6.0 

5 (3) 45 .4 8 2. 7 

7 (4) 70.0 13 3.3 

8 (6) 57.1 42 7.0 

7 (4) 46.7 16 4.0 

4 (3) 28.6 22 7.3 

4 (3) 66.7 11 3.7 

6 (6) 60.0 40 6.7 

2 (1) 40.0 3 3.0 

2 (1) 66.7 2 2.0 

N. a. 

算定陽性数 。／

（検査II) /<.I 

2 15.4 

6 (3) 10.5 6 2.0 

9 (5) 23.1 10 2.0 

3 (1) 27.2 1 1.0 

3 (1) 37.5 34 34.0 

2 (1) 18.2 3 3.0 

7 (6) 70.0 225 37.5 

4 (3) 28.6 239 79.7 

12 (7) 80.0 166 23.7 

7 (5) 50.0 139 27.8 

5 (4) 83.3 240 60.0 

6 (6) 60.0 130 21.7 

3 (2) 60.0 32 16.0 

排虫数 人
当り

2 (1) 66.7 6 6.0 

計 218 105 48.2 79(47) 36.2 197 4.2 71 (45) 32.6 1231 27.4 

( 119) 
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年齢

O～ 5 

6～10 

11～15 

16～20 

21～35 

26～30 

31～35 

36～40 

41～45 

46～50 

51～55 

56～60 

61～65 

66～70 

71～ 

調査
人員

第 9表前方部落の年齢別鈎虫感染状態

A. d. 

算定陽性数 一人ヌ4 排虫数（検査／／） 当り

3 (1) 37.5 7 7.0 

17 (10) 23.0 19 1.9 

17(12) 27.9 55 4.6 

3 (1) 50.0 4 4.0 

3 (1) 100.0 5・， 5.0

2 28.6 

3 (3) 75.0 

鈎虫

陽性数 % 

8

4

1

6

3

7

4

1

4

4

3

2

1

 

ヴ

d

h

o

－

－
i

3 37.5 

26 35.2 

20 32.8 

3 50.0 

3 100.0 

3 42.8 

3 75.0 

6 54.5 

13 92.9 

3 75.0 

3 100.0 

1 50.0 

13 (7) 92.9 

31 (2) 75.0 

3 (1) 100.0 

1 (1) 50.0 

5 (2) 83.3 

75 18.7 

94 13.5 

62 31.0 

7 7.0 

3 3.0 

73(41) 35.8 333 8.1 

2 1 0 

〔寄生虫学雑誌・第 7巻・第 6号

N. a. 

算定陽性数 % 排虫数
（検査II) 当り

17(10) 23.0 24 2.4 

9 (6) 14.8 20 3.3 

1 14.3 

2 (2) 50.0 562 281.0 

6 (2) 54.5 7 3.5 

13 (7) 92.9 247 35.3 

3 (2) 75.0 4 2.0 

3 (1) 100.0 1 1.0 

1 (1) 50.0 1 1.0 

5 (2) 83.3 19 9.5 

vr』－一r口 60 (33) 29 .4 885 26. 8 204 

6 5 83.3 

第 10表 向原部落の年齢別鈎虫感染状態

92 45.1 

鈎虫

陽性数 % 

1

9

8

2

8

2

4

3

 

2

1

2

2

1

 

4 14.8 

42 29 8 

40 28.4 

8 32.0 

12 63.2 

11 50.0 

14 66.7 

14 66.7 

12 63.2 

16 57.2 

14 63.6 

11 61.1 

2 100.0 

3 75.0 

2 66.7 

年齢

O～ 5 27 

6～10 141 

11～15 141 

16～20 25 

21～25 19 

26～30 22 

31～35 21 

36～40 

41～45 

46～50 

51～55 

56～60 

61～65 

66～70 

71～ 

調査
人員 算定陽性数

（検査II)

A. d. 

% 排虫数一人
当り

3 11.1 

42(25) 29.8 73 2.9 

32 (19) 22. 7 64 3.4 

8 (5) 32.0 35 7.0 

12 (6) 63.2 59 9.8 

11 (3) 50.0 9 3.0 

14 (7) 66. 7 59 8.4 

13 (9) 61. 9 

12 (5) 63.2 

16(10) 57.2 

12 (6) 54.5 

11 (2) 61.1 

2 (1) 100.0 

3 (2) 75.0 

1 (1) 33.3 

67 7.4 

20 4.0 

76 7.6 

73 12.2 

7 3.5 

17 17.0 

21 10.5 

3 3.0 

N. a. 

算定陽性数 。？
（検査II) /'-' 

排虫数 人
当り

1 3.7 

19 (9) 13.5 41 4.6 

19 (9) 13.5 21 2.3 

6 (4) 24.0 88 22.0 

4 (2) 21.0 4 2.0 

7 (2) 31.8 6 3.0 

14 (8) 66.7 72 9.0 

10 (7) 47.6 307 43.9 

10 (4) 52.6 143 35.8 

9 (5) 32.2 122 24.4 

12 (6) 54.5 80 13.3 

11 (2) 61.1 33 16.5 

2 (1) 100.0 1 1.0 

4 (1) 50.0 1 1.0 

1 (1) 33.3 1 1.0 

計
127(61) 24.8 920 15.1 513 205 40.0 192 (101) 37.4 583 5. 8 

( 120) 
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第 11表 山町の年齢別鈎虫感染状態

調査 鈎 虫 A. d. N：α 
年齢

人員
算（定検査陽性H数） 一人 算（検定陽査性II数） % 

一人
陽性数 % % 排虫数当り 排虫数 当 り

O～ 5 n 3 27.3 2 18 2 1 9.1 

6～10 97 24 24.8 19 (8) 19.6 43 5.4 7 (3) 7.2 8 2.7 

11～15 90 24 26.7 24(14) 26.7 43 3.1 7 (4) 7.8 11 2.8 

16～20 9 6 66.7 6 (1) 66.7 57 57.0 

21～25 7 3 42.9 2 28.6 1 14.3 

26～30 14 9 64.3 9 (7) 64.3 58 8.3 4 (3) 28.6 68 22.7 

31～35 17 7 41・2 7 (2) 41.2 7 3.5 4 (1) 23.5 15 15.0 

36～40 13 5 38.4 4 (3) 30.8 24 8.0 5 (4) 38.4 18 4.5 

41～45 11 5 f75.5 3 (2) 27.3 14 7.0 3 (2) 27.3 7 3.5 

46～50 13 9 69.2 9 (3) 69.2 6 2.0 3 (1) 23.1 JO 10.0 

51～55 12 6 50.0 4 (3) 33.3 18 6.0 4 (3) 33.3 31 10.3 

56～60 10 7 70.0 7 (5) 70.0 28 5.6 4 (9) 40.0 7 2.3 

61～65 2 

66～70 1 

71～ 1 

計 308 108 35.1 96(48) 31.2 298 6.2 43 (24) 14.0 175 7.3 

第 12表 田原部落の年齢別鈎虫感染状態

調査
鈎 虫 A. d. N. a. 

年齢 一 一人員 算定陽性数 一人 算（検定査陽性II)数 排虫数 一当人り陽性数 % 検査II) % 排虫数 当り % 

O～ 5 2 

6～10 18 5 27.8 2 (1) 11.1 1 1.0 3 (2) 16.7 11 5 _5. 

11～15 14 4 28.6 4 (1) 28.6 4 4.0 4 (1) 28.6 4 4.0. 

16～20 4 4 100.。 3 (2) 75.0 7 3.5 1 (1) 25.0 1 1 () 

21～25 5 1 20.0 1 20.0 1 20.0 

26～30 4 2 50.0 2 (2) 50.0 2 1.0 

31～35 4 2 50.0 2 (1) 50.0 2 2.0 2 (1) 50.0 5 5.0 

36～40 1 

41～45 1 1 100.0 1 (I) 100.。 10 10 0 
46～50 1 1 100 0 1 100.0 

51～55 1 1 100.0 1 (1) 100.。 11 11.0 1 (1) 100.0 5 5.0 

56～60 2 1 50.0 1 (1) 50.0 11 11.0 1 (1) 50.0 3 3.0 

61～65 1 1 100.0 1 (1) 100.0 2 2.0 

66～70 1 1 100.0 1 100.0 

71～ 

計 59 24 40.7 20 (11) 33.9 50 4.6 13 (7) 22.0 29 4.1 

( 121) 
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第 13表麓部落の年齢別鈎虫感染状態

調査
鈎虫 A. d. N.α． 

年齢
へ員 算（検定査陽性II)数

一人
算（検定陽査性＂数） 

一人
陽性数 % % 排虫数当り % 排虫按 当り

O～ 5 25 3 12.0 2 8.0 1 4.0 

6～10 131 36 27.5 33 (13) 25.2 46 3.5 13 (5) 9.9 27 5.4 

11～15 137 39 28.6 37 (20) 27.0 109 5.5 11 (6) 8.0 36 6.0 

16～20 10 8 80.0 8 (3) 80.0 13 4.3 5 (2) 50.0 3 1.5 

21～25 12 5 41. 7 5 (2) 41.7 5 2.5 

:26～30 22 10 45.5 10 (5) 45.5 25 5.0 4 (2) 18.2 16 8.0 

-31～35 17 8 47.1 8 (5) 47.1 20 4.0 2 (1) 11.8 15 15.0 

36～40 18 11 61.1 10 (7) 55.6 37 5.3 10 (7) 55.6 75 10.7 

-41～45 16 5 31.2 5 (2) 31.2 17 8.5 

46～50 17 9 53.0 9 (5) 52.9 22 4.4 2 (1) 11.8 2 2.0 

51～55 26 11 42.3 9 (5) 34.6 50 10.0 5 (3) 19.2 5 1.7 

56～60 7 2 28.6 1 (1) 14.3 9 9.0 2 (2) 28.6 9 4.5 

61～65 13 6 46.2 6 (2) 46.2 10 5.0 2 15.4 

66～70 4 1 25.0 1 25.0 

71～ 4 1 25.0 1 25.0 

計 459 155 33.8 144 (70) 31.4 363 5.2 58(29) 12.6 188 6.5 

第 14表六十回部落の年齢別鈎虫感染状態

調査
鈎虫 A. d. N. a. 

年齢
人員 算（検定査陽性II数） 一人 算（定検陽査性II)数

一人
陽性数 % % 排虫数 当り 予6 排虫数 当り

O～ 5 3 1 33.3 1 (1) 33.3 1 1.0 

6～10 52 17 32.7 13 (7) 25.0 17 2.4 4 (2) 7.7 67 33.5 

11～15 41 18 44.0 15 (9) 36.6 33 3.7 8 (5) 19.5 15 3.0 

16～20 1 1 100.0 1 (1) 100.。 1 1.0 1 (1) 100.0 1 1 0 

21～25 1 1 100.0 1 100 0 

26～30 1 

31～35 3 2 66.7 2 66.7 2 66.7 

-36～40 2 

-n～45 
46～50 1 

51～55 2 2 100.0 2 (1) 100.。 3 3.0 2 (1) 100.0 1 1.0 

56～60 1 1 100.0 1 (1) 100.0 7 7.0 

61～65 

66～70 1 1 100.。 1 100.0 

71～ 

音十 109 44 40.4 34 (19) 31.2 61 3.2 20 (10) 18.3 85 8.5 

( 122) 
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年齢
調査
人員

第 15表 野上部落の年齢別鈎虫感染状態

鈎虫 A. d. 

陽性数 ~£ 算定陽性数 % 排虫数一人
（検査 II) 当り

O～ 5 

6～10 

11～15 

16～20 

21～25 

26～30 

31～35 

36～40 

41～45 

46～50 

51～55 

56～60 

61～65 

66～70 

71～ 
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79(39) 39.9 193 5.0 

第 16表守井岳部落の年齢別鈎虫感染状態

12 (5) 20.0 28 5.6 

9 (6) 15.3 15 2.5 

1 (1' 20.0 8 3.0 

8 (3) 53.3 21 7.0 

5 (1) 41. 7 375 375 .o 
2 (1) 40.0 2 2.0 

1 16.7 

2 (2) 100.0 2 1.0 

6 (5) 66.7 72 14.4 

3 (1) 75.0 118 118.0 

1 (1) 50.0 3 3.0 

1 (1) 100.0 22 22.0 

1 (1) 50.0 5 5.0 

198 90 45.5 

鈎虫

陽性数 ~； 

2

6

5

4

5

3

3
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7

5
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7
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8 61.5 

12 70.5 

10 66.7 

9 60.0 

8 47.1 

2 66.7 

1 33.3 

2 100.。

52(28) 26.3 666 23.8 

年齢

O～ 5 

6～10 

11～15 

16～20 

21～25 

26～30 

31～35 

36～40 

41～45 

46～50 

51～55 

56～60 

61～65 

66～70 

71～ 
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吐
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之
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何

日
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但
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一

陽
斉
一

2

0

0

4

7

7

6

8
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3

9

8

1

定
検
一
：
引

1

4

1

1

引

i

：

算
（
－

2 (1) 100.0 1 1.0 

N. a. 

算定陽性数 n/ 

（検膏II) ;o 排虫数三？

14 (4) 14.6 

8 (3、 12.3
3 (2) 21.4 

4 (4) 26.7 

6 (4) 46・2

7 (4) 30.4 

12 3.0 

5 1 7 

16 8.0 

8 2.0 

30 7 .5-

13 3.3 

4 (3) 30.8 69 23.0 

3 (3) 17.6 14 4.7 

4 (4) 26.7 69 17.3 

4 (3) 26.7 5 1.T 

5 (4) 29.4 15 3.8 

2 (2) 66.7 41 20.5 

1 (1) 33.3 89 89.0 

計 65(41) 19.5 386 9.4 333 129 38.7 108 (75) 32 .4 722 9. 6 

( 123) 
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．第17表 飛松部落の年齢別鈎虫感染状態

調を
鈎虫 A. d. N. a. 

年齢
人民 陽性数 ／。。ノ 算f検定陽性数 一人 算（検定陽を性If)数 ／。O／ 一人

査II) % 排虫数当り 排虫故 当り

O～ 5 12 1 8.3 1 8.3 

6～10 36 5 13.9 5 2) 13.9 5 2.5 3 <1) 8.3 1 1.0 

11～15 38 11 29.0 6 1) 15.8 1 1.0 6 1) 15.8 7 7.0 

16～20 3 

21～25 3 3 100.0 ]_ (1) 33.3 4 4.0 2 2) 66.7 17 8.5 

26～30 4 1 25.0 1 (1) 25.0 13 13.0 

31～35 5 4 80.0 3 (1) 60.0 7 7.0 4 3) 80.0 18 6.0 

36～40 6 6 100.0 2 (2) 33.3 32 16.0 5 (4) 83.3 177 44.3 

41～45 5 2 40.0 1 20.0 1 20.0 

46～50 5 5 100.0 5 4) 100.0 18 4.5 1 '1) 20.0 1 1.0 

51～55 3 3 100.0 2 (2) 66.7 19 9.5 3 3) 100.。 10 3.3 
56～60 

61～65 2 1 50.0 1 50 0 

66～70 

71～ 1 

計 123 42 34.1 28 (14) 22.8 99 7 .1 25 (15) 20.3 231 15.4 

る。 N.a. 心感涜率は段目 G6～70~長の80%，最低11～15

1足の 14.890.平均 37.9%で，成人は小暗より苦しく日

い。平均rn：虫紋：主m~大41～451誌の 211.5匹， 最小が36～

40t走の 1.3匹， 平均35.8匹て，濃淡が甚だしいn A.d, 

N.a.両楕；．向虫の率 ・数の年齢tlb線は :Yf1んど一致した。

iv 中原部必〈羽6）と〉 ：へ口 394人，調前人口 157

人 主として~うさを営み民間期は出稼ぎ。丘陵地。

鈎虫の感染率：ま成人に i匂く小児に 低》円 A.d.の感染

率も，成へに，：・E：容を呈した 平均tJI：虫数は｛f齢1;がみら

,J1ないF N.a.の感染率も A.d.同慌。た三しj)I：虫数は成

人に多く，小児に少ない。 N.a.とA.d.の感染態！えを比

較すると，本・数共お〉よ三：一致するが，小児の数に少

しく A.d.が多い。

v 下山古部部 Gむ7,1.(）：人口1142人，調査人民 717

人主として段足。平地。

幼虫の感染率；；； 41～45 ；誌の81.1%がft~ も向く ， 11～15

誌の2s.20,c;が最も低く平均50.5%であり，幼少期は低率

てもるが，16夜U、上の成人期にi主すると ;i5しし、｜：

した。 A.d.の感染率は，66～rnn長の75.0%が最も，；＇：jく，
11～15夜の17.8%が最も低い 2 平均tJI：虫数は，41～45）誕

の10.6匹が最も多く，46～50i殺の 3.0匹が最も少ない。

( 124) 

すたわち率 ・数共に成人）円は小児府に比較して大であ

る。 N.α．の感染率は41～45慌の75.7%が最も向く ，6

～lOt廷の18.10,0がむも低い。平均排虫数；土，56～GO成の

44.4匹が最大， 0～ 5t廷の 』.o匹が最小てあって，本・
数共に成人は小児より人－さい。 A.d. と N.a. との感染w~

皮は，3ts，数共に近似している。

vi 川内部部cms 1ミ〉：人口 375人，調査人民 218
人。主として以来。平地。

鈎虫の感染率は， 51～55),J~の 100°0 がMも日く， 6 ～

10歳の 29.9%が最も低く，成人は小児 kり［Cj率性ノjミし

た。 A.d.の感染率は平均36.2%，長内は 31～35J支の70

%， 五スー低は0～5）慌の 23%である。 平均1JI＇虫数；土 4.2

匹，最大は46～50夜の ＇｛.3匹， 最小は 6～10域の 1.7四

て、，感染本 ・rn：虫数共に成人が小児より大どもる N.a. 
の感染率は平均32.6%, J{l, ：ム~51～55；夜の83 .30,o，以低 6

～10 ~足の10.50,0て、ある c 平均排虫数ば27 .4匹，長大は36

～401誌の7¥).＇｛匹，最小は16～20授の 1.0匹てみるが，

本 ・敬共に成人は小児に比し大である N.a.の感染率，

J:JI：虫数は A.d.のそれに比して年齢左が大きいが，成人

対小児の比はl司成り近似している。

vii 前ノi部市（沼9点〉：人口 569人，調直人民 204



昭和 33年 12月 (1958）〕

人，主として農業。平地。

鈎虫の感染率は，21～25）慢の 100%,11～15i設の32.8

%を最高，最低として変動しているが，成人は小児より

高率である。 A.ιの感染率は平均 35.8%で成人に高く
小児に低い。平均排虫数は 8.1匹て多少労働年齢層に多

い傾向にあるが，年齢による変動が大きく，成人対小児

の差異は認めがたいc N.a.の感染率は平均29.4%，成人

は小児に比して高く，平均排虫数は26.8匹て成人は小児

に比し少しく多い傾向にある。 A.d.とN.a.の感染状

態を比i段すると木部落ても年齢別ては差異を認めが．七

'v、。

viii 向原部落（第10去に人口 989人，調査人員 513

人。農業が過半数，他は商業，サラリ」マン，自由業な

ど。平地。

鈎虫の感染率は，平均40.0%，最高61～65歳の 100

%，最低 O～ 5歳の 14.8%で 20歳以下は平均値より低

く，21歳以上は平均値より高い。 A.d.の感染率は平均

37.4%，最高は 61～65l衰の 100'Yo，最低は 0～5i設の

11.l %で，成人は小児より高率である。平均排虫数は

5.8匹，最大61～65歳の17匹，最小は 6～10歳の 2.9匹

て，幼少期および高齢層は平均値より小さい。 N.a.の

感染率は平均24.8%，最高は61～65）誌の 100%，最低は

O～ 5戒の 3.7%で、あって，幼少期と高齢層は低率てあ

る。平均J;I~虫数は 15.1 匹，最大は 36～40 i支の43.＼：）匹，

最小は高齢層の 1.0匹で，大体労働年齢層に多いc A.d. 

とN.a.の感染状態を比較すると，率は可成り近似して

いるが，数は N.a.が労働年齢層に多い傾向を示した。

ix 山町部落（第11表〉 ：人口 655人，調査人員 308

人。商業，サラリーマン，自由業などが過半数，一部円

雇，農業本どc 木村の中心街て平地。

鈎虫の感染率は平均35.1%，最高は56～GOi哉の70%,

最低は 6～lOP,設の24.8%で，成人は小児に比し高率を呈

したが，老齢期の 4名は陰性てあった。 A.d.の感染率

は，平均31.2%，最高は56～60歳の70%，最低は0～5

歳の18.2%であり y 平均JJド虫数は 6.2匹，最大は16～20
歳の57.0匹，最小は46～50歳の 2.0JZ!;!であって，率は成

人に高いが，数ては年齢差がみられない。 N.a.の感染

率は，平均14.0%で A.d.のをれに比して低いが，最高

は56～GOi誌の40.0%，最低は 6～10歳の 7.2%であり，

平均排虫数は 7.3匹て，最大26～30歳の22.7匹， 最小は

56～60i設の 2.3匹であり，率・数共に成人は小児より大

きし、。 A.d.とN.a.の感染状態はかなり近似しているo

x 田原部落（第12表〉：人口 211人，調査人員59人。
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主として農業。丘陵地。

木部落の調査人員は少ないので意味が小さいが，鈎虫

の感染率は平均40.7%で，15歳未満の年少者は低率てあ

り，成人は高率を呈した。 A.d.の感染率は成人に高く，

小児に低い。平均排虫数も大人に多く，小児に少ない傾

向を示した。 N.a.の感染率もほ三 A.d.同様て，成人に

高く小児に低い。平均J非虫数は年齢差がみられない。

xi 麓部落〈第13表〉：人口1120人，調査人員 459人O

農業半数，他はずラリーマン，商業，自由業など。正陵

地。

鈎虫の感染率は平均33.8%で，16～2m設の60%が最も
高く ，O～5歳の 12%が最も低いο A.d.の感染三容は平

均31.4%で，16～20歳の80%を最高に，0～5歳の 8%

を最低として変動している。平均排虫数は 5.2匹て、，最

大は51～55）設の10.0匹，最小は 21～25歳の 2.5匹であ

るc率は幼少期と老齢期に低く，数ては年齢変動はある

が，成人と小児との差はみられない。 N.a.の感染率は，

36～40i衰の55.6%が最も高く， O～5歳の4%が最も低

い。平均排虫数は＇31～35歳の15匹が最も多く， 16～20

歳の 1.5匹が最も少ない。すなわち率は成人に高く，数

は年齢差がみられない。 A.d.とN.d.の感染状態を比較

すると，明らかな差異はみられなかった。

xii 六十田部落（第14炎〉：人口 387人，調査人員

109人。主として農業，巨IJ業として林業。丘陵地。

鈎虫の感染率は平均40.4%で，成人に高く小児に低

い。A.d.の感染率は平均 31.2%で，成人に高く小児に

侭い。平均排虫数は 3.2匹て，年齢差がみられない。

N.α．の感染率は平均 18.3%で，成人は高率を示し，小

児は低率を呈した。平均J;ll＝虫数は 8.5匹て年齢差がみら

れなかった。 A.d.とN.a.の感染態度は，ほ三一致して

いるようにみられる。

xiii 野上部落（第15~ミ〉：人口 524人，調査人員 198

人。半農半林。正陵から山地にかけて散在する。

鈎虫の感染率は平均45.5%で，成人に高く小児に低

いd A.d.の感染率は平均39.9%で，成人に高率，小児

に低率を示した。平均1;Ji＇虫数は年齢差が著しいが ，成人

と小児との差はみられない。 N.a.の感染率は平均 26.3

%で，成人に高く小児に低い。平均排虫数は23.8匹て，

成人に多い傾向がみられた。 A.d.とN.a.との感染態皮

はよく似ている。

xiv 青井岳部落〈第16表〉：人口 630人，調査人員

333人。主に杭業，副業として農業，日雇，サラリ ーマ

ンなど。 山地。

( 125) 
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生活態度の異なる男と女との鈎虫感梁状態を調査する

と，第18表の1,2の通りである。鈎虫の感染率は，全村

の場合，男43.1%に対して女は41.9%を示した。とれを

地区別に観察すると，男の最高は下宮古の54.2%，最低

中原の28.6%であり，女は最高乗峯の50.8%，最低田原

の25.9%である。男に感染率が高い地区は，田原，正近

および下宮古であり，女に感染率が高い地区は，青井

岳，野上，六十回および中原であった。 A.d.の感染率

は，全村ては男の 35.4%に対して女の 33.5%であり，

男がいくらか高い傾向にあるが有志の差はみられなか

った。平均排虫数，男 6.0匹に対し女は 6.8匹である。

地区別に性差をみると，感染率ては男に高い地区が飛

松，田原，六十回，山町，来峯，正近， 川内などであ

り， 女に高い地区は麓だけである。た立し乗峯（Pr

｛χ2＞χ2s 4.63}<0.05）正近（Pr{χ2＞χ2s6 .49｝く 0.025)

の2部落は，有志の差をもって男が女より高率を示し

た。平均排虫数は，男に多い地区が斑，向原，中原など

であり，女に多い地区が野上，山fIIJ，乗峯，正近などで

あった。 N.α．の感染率は，全村ては男 27.9%に対し，

女の 25.1%で， A.d.と向織に少しく男に高いが，有志

のlJは認められなかった。平均排虫数は，男の17.5匹に
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鈎虫の感柴率は平均38.7%で，最高は71歳以上の 100

%，最低はO～5歳の 9.1%である。 A.d.の感染率は

平均32.4%で，最高は71歳以上の 100%，最低はO～5

歳の 9.1%で、あるつ平均排虫数は 9.6匹て、，最大は16～

20歳の22.3匹， 最小は71歳以上の1.0匹であるけ率は成

人が小児に比し著しい高率を示し，数は労働年齢層が小

児より多い傾向にある。 N.a.の感染率は平均19.5%, 

最高61～65歳の 66.7%，最低は11～15歳の 12.3%であ

り，成人は小児より高率を呈した。平均排虫数は 9.4匹

て，年齢変動は著しいが，感染率におけるような成人と

小児の差は明らかでなかった。

xv 飛松部落〈第17表〉：人口 350人，調査人員 123

人。主として杭業．農業副。丘陵地（山に囲まれた盆

地〉。

鈎虫の感染率は平均34.1%で，成人に高く小児に低

い。 A.d.の感染率は平均22.8%で，成人に高く小児に

低い。平均排虫数も同様の傾向を示した。 N.a.の感染

率は平均20.3%で， 15歳未満の者が平均より低く，成人

は平均より高い。平均tJ［：虫数は15.4匹て年齢変動は明ら

かでない。

D) 地区別性別感染状態

部落別男の鈎虫感染状態第 18表の 1

Na. A. d. 鈎虫

陽性数 '}b 

調査
人員

部落名 人
り
一
当

70 

9.1 

11.6 

50.6 

7.9 

13.6 

26.4 

3.2 

21.7 

3.6 

4.3 

4.3 

1.3 

35.2 

4.1 

2 4 

17.5 

排虫数

754 

51 

26 

1569 

55 

608 

51 

1131 

100 

64 

5 

564 

221 

66 

12 

5277 

Jb 

20(11) 34.5 

36(19) 26.3 

61(31) 40.1 

13 (7) 18.6 

152(83) 43.8 

39(23) 32.2 

35(16) 40,7 

60(35) 23.3 

31(14) 19.6 

10 (6) 31.3 

31 (15) 14.1 

6 (4) 12.2 

30(16) 30.0 

27(16) 15.7 

12 (5) 20.4 

6.0 563(301) 27.9 

算定陽性数
（検査／／）

人
り
一
当

1

7

3

7

0

5

5

5

4

6

1

6

9

1

2

 

戸

D

8

u

z

d
生

O
O

司
d

A

吐

Q
口

氏

U

A

せ

A
告

に

U

q

o

q

L

A

U

ヴ
4

噌

i

排虫数

3

9

2

9

7

 

q
L

寸

i

n

u

n

u

q

O

1

4

1

i

q

U

1

i

 

141 

87 

182 

36 

55 

61 

109 

551 

312 

43 

31 (12) 53.4 

45(23) 32.8 

66 (33) 43.4 

20(10) 28.6 

123 (82) 35.4 

48(27) 39.7 

31 (14) 36.1 

94(56) 36.6 

57(25) 36.1 

13 (8) 40.6 

63 (30) 28.6 

17(10) 34.7 

38(19) 39.0 

52(31) 30.2 

17 (6) 28.8 

715 (386) 35 .4 2327 

% 
算定陽性数
（検査／／）

53.4 

41.6 

53.9 

28.6 

54.2 

47 1 

47.7 

41.6 

36.l 

53.1 

33.2 

36.8 

41 0 

36.0 

32.2 

107 

57 

17 

73 

18 

41 

62 

31 

57 

188 

円

i

t

i

5

4

 

82 

20 

19 

乗峯

桑原

正近

中原

下富吉

川内

前方

向原

山町

田原

麓

六十回

野上

青井岳

飛松 59 

計 2018

58 

137 

347 

121 

86 

257 

220 

49 

100 

172 

158 

32 

152 

( 126) 

113.1 870 
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部落別女の鈎虫感染状態

部落名
N. a. 

算定陽性数 % 排虫数一人
（検査II) 当り

第 18表の2

A. d. 

算定陽性数 n/ 

（検査／／） 月

鈎 虫

陽性数 % 

調査
人員

峯

原

近

原

清

内

方

原

町

原

田

上

岳

松

富

麓

十

井

；

乗

桑

正

中

下

川
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向

山

田

六
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青
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5

4
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67 

132 

141 

87 

370 

97 

118 

256 

150 

27 

239 

60 

98 

410 161 

64 219 56 

16.4 

本村の鈎虫分布を地区別に観察すると，地区によって

著しい濃淡がみられ，史に A.d.,N.a.のモザイク状の

交錯があるととを前述した。しからばζのような分布：氏

態の拠って来る理由はどうであろうか。

著者はζの問題をいくらかでも解明すべく，寄生虫向

体の生物学的性状に強く影響すると考えられる地形，気

温，土壌 pHの 3要因と，A.d.,N.a.両種鈎虫の牙市

との関係を調査した。

A) 高度と A.d.,N.a.の分布 （第2表，第2図〉

部落の高度と両種鈎虫の牙布との関係を調査すべく，

木村を 140～ 160m, 160～ 180m, 200m以上の 8地

形に区牙し，それぞれの地区における A.d.とN.a.の

牙布状態を比較すると次の如くである。

高地（ 200m以上〉の青井岳，野上の場合，感染率は

A.d.が高く，平均排虫数は野上のみ N.a.が著しく多

い。優占度を求めると，野上は1.51て N.a.が優占し，

青井岳は0.57て A.d.が優勢である。丘陵地帯c160～ 
180m）ては A.d.の感染率の高・ハ部落が，乗峯，中原

田原，麓，六十回，飛松などであり，A.d.排虫数の多

い部落は中原である。 N.a.の感染率がとくに高い百；落

はない。 N.a.排虫数の多い部落防，桑原，正近， 六十

4919 25.1 528(300) 6.8 2609 33.5 

対し，女の16.4匹て殆んど変らない。とれを地区別にみ

ると，感染率ては男に高い地区が，田原，野上，山町，

前方，正近，下富吉などであり，女に高い地区が青井岳

六十回，桑原，中原などである。た立し山町（Pr｛χ2> 

X2s 8.65｝く0.01)，前方（Pr{χ2＞χ2s9.12｝く0.01），下

宮吉（Pr｛χ2＞χ2s 6. 77} < 0.01）の 8部落は有志の差を

もって男が女より高率を示した。平均排虫数が男に多い

地区は，野上，乗峯，中原，向原，正近などであり，女

に多い地区は飛松，青井岳，麓，六十回，山町，前方な

どである。 A.d.とN.a.の感染状態を比岐すると，有志

の差て A.d.感染率が男に高い乗峯（53.4% : 34.4%) 

て，N.a.の感染率は男34.5%に対し女37.3%となって

いる。正近ては，A.d.男43.4% ：女29.0%に対し， N.a.

男40.1% ：女 35.4%である。 N.a.感染率が有志の差を

示した山町（男19.6% ：女 8.0%）ては，A.d.が男36.1

%，女26.0%であり，前方〈男40.7% ：女21.2%）ては

男36.1% ：女35.6%であり，下宮古 （男43.8%：女34.3

%〉ては A.d.が男35.4% ：女37.8%て、あった。その他

の地区においても，A.d.とN,a.の感染率ては男女間に

特異な傾向はみられない。

く2) 自然要因と感染状態

692 (380) 41.9 867 2067 計

( 127) 
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田，飛尽などである。優占度を求めると，A.d.優占部

落は田原，麓，中原となり，N.a.優占部落は来峯，正

近，桑原，飛段，六十固などであるし平地(140～160m)

て A.d.の感染率が N.α．のをれに比しとくに高い部落

は向原，山町などである。 N.a.の感染率がとくに高い

部落はない。排虫数において，A.d.の多い部落はない

が，N.a.の多い部落は下富吉，川内，前方，向原て、あ

ったぷ優占皮でみると A.d.優占部訴は山町，N.α．優

占部搭は下宮吉，川内，前方，向原である。すなわち木

村ては土地の高低に拘らず，感染率は A.d.が高い傾向

にあり，平均JJI：虫数は殆んどの部落て N.a.が多い。し

かし感染率と胡：虫数から優占皮を求めた結果 N.α．は低

地に優勢に牙布する傾向がみられた。平地ては山町のみ

に A.d.が優占するととは興味ある事実である。

B) 気温とA.d.,N.a.の分布

木村は土地の高低の差が比較的に大きい。鈎虫仔虫の

活動力が失なわれると思われる気温 8PQ以下になるの

は，山之口小学院の観測によれば，12月から 8月までで

あり，高地の青井岳小学院の気温測定成績も前i史同様の

期間てあるが，高地に存在するため前｜交より低下してい

る。青井岳小学校の気温と同程度と推定される部絡は，

青井岳，飛ほ，野上であり，他は山之口小学校の気温と

近似すると推定される。したがって木村の如き小さな村

ては，気温と両種鈎虫の牙布との関係については確かな

成績が得られなかった。

0) 土壌 pHと A.d.,N.a.の分布

鈎虫仔虫の好迎 pHは6～ 8とされているが，A.d.

は耐性の範問が広く ，N.a.のをれは狭いとされている。

をこで各地区の土壌 pHを測定し，pHと A.d.,N.a. 

の分イfJとの関係を検討したO即ち各部落とも，A.d.単独

4-0'c 

v+へ

f

一
Y

一〆

「

一

丸

一

ヘ

0・c ト、

k卜』｜」＿.，，..J7
E同iムい1.i 12. I 1. I z. I 3. I 4. I 5. I 6. I常｜ δ.I 9 

第 3図 山之口村月別気温の 1

（天神小学校 Am時観測）
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第 5図 山之口村月別地中 50cm温度

（山之口小学校観測）

排虫者， N.a. 単独j~j：虫者， 混合排虫者および虫卵陰性

者の4群に牙けて，各群より 4～ 5名を任意拍出し，犬

ノ々の家庭の野菜畠の土壌を集め，pHを測定すると， ！：＋S

H)哀の如くである。即ち A.d.単独は最高7.6，最低4.0,

平均 5.6てあり，N.a.単独は最高 6.8，最低3.8，平均

5.5。混合は浪・高7.2，最低3.8，平均 5.5。虫卵陰性昔

は最高7.2，段低4.2，平均 5.4となり，各部落とも各昨

の問に特異性を認めることは出来なかった。

(3) 社会要因と感染状態

宿主側の条件，すなわ5人聞の生活態度の一部である

職業，および耕作面杭と両種鈎虫の好布との関係につき

調査した。

A) 職業と A.d.,N.a.の牙了！？

I 世帯主の職業別と家庭の鈎虫感染状態

全村の世帯主の職業を農業，林業サラリ ーマン，日雇，

商業， 白山.：：＼~ c理髪屋，大工，会計二となど特殊技術をも
って生活を営んて、いる者〉，左官および瓦工く木村は瓦工

( 128) 
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第 19表 排虫種別と虫卵 （ー）群における各々自家菜園土壌 pH.測定表
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A. d. N. a. 
混合排虫者

平均 最高最低

5.05 5.8 4.0 

5.45 5.8 5.0 

4.84 5.6 3.8 

6.0 6.8 5. 6 

5.32 6.4 4.6 

4.9 5.4 4.2 

5.28 6.2 4.8 

5.16 5.8 4.8 

5.33 5.4 5.2 

5.4 5.8 5.0 

5.88 6.2 5.4 

6.28 7 .2 5.4 

5.6 6.8 5.0 

5.44 6.8 4.6 

5.92 6.8 5.4 

5.46 7 .2 3.8 

虫卵 （ー）の者

平均 最高最低

4.92 5.4 4.4 

5.08 5.4 4.8 

5.52 5.8 5.2 

6.08 7.0 5.4 

5.66 6.8 5.2 

5.9 6.2 5.4 

5.18 5.6 4.9 

4.84 5.4 4.2 

5.2 5.6 5.0 

5.86 7.0 5.2 

5.2 5.8 4.8 

5.36 7.2 4.8 

5.32 5.4 5.0 

5.88 6.2 5.4 

5.6 6.8 5.0 

5.44 7.2 4.2 

場が多いので牙離した〉，無職の 8職種とし，木人および 31.5 %のJI医て、，サラリ ーマンが最も低く 24.3%となっ
その家族の鈎虫感染状態を調べた。 た。日雇は Pr｛χ2＞χ2s1.26｝く0.05の危険率て高く，サ
a 全村の職業別と家庭の感染状態 G:f520表〉 ラリーマンは Pr｛χ2＞χ2s1.62} <0.01の危険率て偲い。
鈎虫の感染率は，日雇が最も高く，47.6%，つい、ど良 平均排虫数はすラリーマンが最も多く 7.5匹，ついて、左
業の45.8%，左官 ・瓦工の41.3%，白由業の38.4%，商 官 ・瓦工の 7.4匹，材、業の 6.5匹， 日雇 6. 5 匹， 農·~~
業の37.7%，林業の34.8%，無職の33.3%のJI回て，最も 6.4匹，n白菜の 6.0匹，商業の 5.5匹のJI前となった。
低いのはサラ リ」マンの 28.6%である。 A.d.の感染率 N.a.の感染率は，農業が最も高く 33.0%，ついて在官・
は日雇が最も高く40.0%，ついて、農業の35.8%，白由業 瓦工の26.1対，口雇25.7°-6，商業16.2%，白由業の16.1
の35.8%，商業の32.6/c.l，林業の32.3%，左打 ・瓦工の %，サラリーマン16.0%，林業 9.3%の）｜匹となったc

第 20表職業別家族全員の鈎虫感染状態

職業 N. a. 

日雇

左官 ・瓦工

自由業

サラリ ーマユノ

業

業

業

職

商

農

林

無

調査
人員

鈎虫

陽性数 % 

A. d. 

算定陽性数 一人算定陽性数% 排虫数 % 排虫数（検査／／） 当 り （検査＂） 当 り

126(76) 40.0 497 6.5 81(51) 25.7 586 11.5 
29 (16) 31. 5 119 7 .4 

85(48) 35.8 287 6.0 

106 (55) 24 .3 411 7 .5 

97(49) 32.6 271 5.5 

908 (493) 35.8 3164 6.4 

52(29) 32.3 187 6.5 

4 (0) 22.2 

24(12) 26.1 128 10.7 

38(19) 16.1 91 4.8 

48 (24) 11. 0 189 7. 9 

48(24) 16.2 149 6.2 

833(459) 33.0 8996 19.6 

15 (11) 9.3 47 4.3 

4 (1) 22.2 10 
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τ

nL

F

D

1
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150 47.6 

38 41.3 

91 38.4 

125 28.6 

112 37. 7 

1159 45.8 

56 34.8 

6 33.3 

( 129) 
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段業は Pr｛χ2＞χ2s1.35}<0.01の危険率で向く，自由来

はPr｛χ2＞χ2sl.87}<0.01，商業は Pr{χ2＞χ2s1.85｝く

0.01，サラリーマンは Pr{χ2＞χ2s2.89く 0.01，林業；ょ

Pr{χ2 ＞ χ2s3 .32｝く 0.01 の危険率て低い。平均J~l：虫数は

農業が最も多く19.6匹，ついて円雇の11.5匹，左官・瓦

工の10.7匹，サラリーマン 9.9匹，商業の 6.2匹，自由

業の 4.8匹， 林業の 4.3匹のJI院となった。 A.ιとN.a.

の感染関係を調べると，感染率の差は最I~近と fil·低との間

て A.d.約2倍， N.a.約3倍となり， N.a.に職業別政

gfJ;差が大きい。平均tJr：虫数は最大と最小の間て、 A.d.約

1.5倍， N.a.約4倍となり，N.a.のj）［：虫数が著しく大

きい。農業，左官 ・瓦工の両職業は A.d.とN.a.の感

染差が小さい。しかし他の職種はその差が大きい。平J主1

tJI：虫数は自由業，サラリーマン，商業，林業などは両種

聞の差がみられないが，日j崖，左官・瓦工， i足業はその

差が大きい。

b 職業別年齢別感染状態

i 口！正家庭の年齢別感染状態〈白（~21至。

鈎虫の感染率は最r~i51～ 55歳の85.6%，最低 0～ 5 成

の33 .3 %，平均49.6%で，成人に~·~く小児に低い。 A.d.

の感染率は51～55歳の85.690が最高， 11～15戒の30.1%

〔寄生虫学雑誌、・第 7巻・第 6号

がI詰低，平均40.0%で，やはり小児に低い。平均排虫数

は 6.5匹て，最－大41～45i需の14.4匹， 最小61～65歳およ

び71歳以上の 1.0匹て，幼少者および高齢者に少ない。

N.a.の感染率は最高 21～25：授の60.0%，最低0～5歳

の11.1%で成人は小児より高率を示した。平均排虫数は

11.5匹て，最大66～70歳の89.0匹，最小51～55歳の 3.().

匹て，小児は成人より少ない傾向を示した。 A.d.と

N.a.の感染態度を 比較すると，共に幼少期は低三容を示

したが， A.d.はN.a.より高い。平均J;Ji：虫数は A.d.て

は幼少期，高齢層に少ないが，N.a.は小児期に幾らか

少ない傾向を示した。

ii 民業家庭の年令別感染状態（第22点〉

鈎mの感染率は平均45.8%で最高は 41～45歳の77.忌
%，最低は 0～5歳の24.8%で，幼少期は低いが16成頃

kり急激に高率となり，55～70%の聞で変動する。 A.ι

の感染率は平均35.8%で，最高は31～35歳の69.0%,ft<‘ 

低 0～5歳の 9.8%で，幼少期は苦しく低率であり，高

齢者は高；.:t,Sを呈した。平均排虫数は 6.4匹で，最大は61

～65歳の12.9匹，最小は71歳以上の 2.5匹て，幼少期に

は少ない傾向を示した。 N.a.の感染率は平均33.0%で，

最高41～45歳の70.0%，最低O司 5i衰の15.0%で，J)J少

第21表 日雇家庭の年齢別鈎虫感染状態

調査
鈎虫 A. d. N.α． 

年齢 人員 算定｜場性数 一人 算定陽性数 一人
陽性数 ~＆ 検査II) J& 排虫数 当り （検をII)

／。ノv 排虫数当り

O～ 5 9 3 33.3 3 33.3 1 11.1 

6～10 97 36 37.1 31 (17; 32.0 75 4,4 14 (8) 14.4 26 3,3 

11～15 113 46 40.7 34(19) 30.1 106 5.6 25(14) 22.2 91 6,5. 

16～20 7 4 57.1 3 42.9 3 42.9 

21～25 5 3 60.0 3 (2) 60.0 4 2.0 3 (2) 60.0 19 9.s・ 

26～30 8 5 62.5 5 (3) 62.5 8 2.7 3 (2) 37.5 33 16.5 

31～35 16 12 75,0 10 (7) 62.5 80 11.4 7 (5) 43.7 25 5.0 

36～40 9 5 55.6 5 (4) 55.6 38 9.5 5 (4) 55.6 56 16.01 

41～45 17 11 64.7 11 (7) 64.7 101 14.4 5 (3) 29.4 34 11.3: 

46～50 9 6 66.7 5 (5) 55.6 30 6.0 5 (5) 55.6 177 35.4 

51～55 7 6 85,6 6 (4) 85.6 37 9.3 2 (1) 28.6 3 3.0 

56～60 11 9 81.8 6 (5) 54.5 13 2.6 6 (5) 54.5 28 5.6 

61～65 2 1 50.0 1 (1) 50.0 1 1.0 1 (1) 50.0 5 5.0唱

66～70 2 1 50.0 1 (1) 50.0 3 3.0 1 (1) 50.0 89 89.0 

71～ 3 2 66.7 2 (1) 66.7 1 1.0 

言十 315 150 47.6 126 (76) 40.0 497 6.5 81 (51) 25.7 586 11.5 

( 130) 
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年齢

第 22表 農業家庭の年齢別鈎虫感染状態

O～ 5 

6～10 

11～15 

16～20 

21～25 

26～30 

31～35 

36～40 

41～45 

46～50 

51～55 

56～60 

61～66 

66～70 

71～ 

鈎虫 A. d. N. a. 調査 』

人員 算定陽性数 a 一人算定陽性数 一人陽性数 % 形 排虫数 % 排虫数や険査II) ’ 当り （検査II) 当り

153 38 24.8 15 (2) 9.8 10 5.0 23 (3) 15.0 6 2.0 

638 200 31.3 150(80) 23.5 221 2.8 115(62) 18.0 367 5.9 

572 163 28.5 123(74) 21.5 231 3.2 106(64) 18.5 384 6.0 

104 59 56.6 41(23) 39.4 165 7.2 43(24) 41.4 203 8.5 

140 80 57.1 61(32) 43.6 281 8.8 53(28) 37.8 472 16.8 

136 88 64.7 75(36) 55.1 312 8.7 61(29) 44.9 1024 35.3 

116 80 69.0 80 (36) 69.0 303 8.4 65 (37) 56.0 1162 31.4 

130 86 66.1 57(32) 43.8 210 6.6 68(38) 52.3 1016 26.7 

107 83 77 .5 68 (41) 63.5 451 11.0 75 (45) 70.0 2013 44. 7 
121 82 67.8 67(43) 55.4 256 6.0 57(37) 47.1 766 20.7 

97 69 71.0 59 (36) 60.8 271 7 .5 57 (35) 58.8 574 16.4 

78 51 65.4 46(28) 59.0 189 6.8 43(26) 55.1 455 17.5 

。ν円
J

A

官

民
U

つd

円。

38 55.1 

20 60.6 

22 64.7 

26(13) 37.7 168 12.9 

18 (9) 54.5 76 8.4 

22 (8) 64.7 20 2.5 

30(15) 43.5 192 12.8 

18 (9) 54.5 257 28.6 

19 (7) 55.9 105 15.0 

計 2528 1159 45.8 833(459) 33.0 8996 19.6 908 (493) 35.8 3164 6.4 

第 23表 左官 ・瓦工家庭の年齢別鈎虫感染状態

年齢

。～ 5
6～10 

11～15 

19～20 

21～25 

26～30 

.31～35 

36～40 

41～45 

46～50 

.51～55 

調査
人員

鈎虫

陽性数 % 

8

3

8

4

3

1

4

6

5

3

2

 

2

2

 

3 37.5 

8 34.8 

5 17.9 

3 75.0 

2 66.7 

1 100.0 

3 75.0 

5 83.3 

3 60.0 

2 66.7 

1 50.0 

56～60 1 

161～65 

・66～70 

71～ 

4 2 50.0 

A. d. 

算定陽性数 % 排虫数（検査／／） 当り

3 37.5 

6 (4) 26.1 10 2.5 

3 (2) 10.7 13 6.5 

2 50.0 

2 66.7 

1 (1) 100.0 6 6.0 

2 50.0 

5 (4) 83.3 29 7.3 

N. a. 

算定陽性数 一人タぎ 排虫数（検査II) 当り
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5 2 5 

1 1.0 

2 (2) 66.7 6 3.0 

1 (1) 50.0 50 50.0 1 (1) 50.0 9 9.0 

2 (2) 50.0 5 2.5 2 (2) 50.0 59 29.5 

計 24(12) 26.1 128 10.7 92 38 41.3 29 (16) 31. 5 119 7.4 

( 131) 
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第 24表 自由業家庭の年齢別鈎虫感染状態

〔寄生虫学雑誌、・第 7巻・第 6号・

年齢
調査
人員

鈎虫

陽性数 % 

O～ 5 

6～10 

11～15 

16～20 

21～25 

26～30 

31～35 

36～40 

41～45 

46～50 

51～55 

56～60 

61～65 

66～70 

71～ 1 

A. d. 

算定陽性数 n/ 

（検査II) 70 
排虫数 人

当り

91 38.4 

4 26. 7 

26 (12,l 35.6 40 3.3 

14(14) 19.7 45 3.2 

4 (2) 44.5 

2 (1) 50.0 

6 (4) 60.0 

6 (5) 35.3 

2 (1) 66.7 

5 (2) 55.6 

7 (4) 77.8 

61 30.5 

16 16.0 

46 11.5 

28 5.6 

1 1.0 

6 3.0 

26 6.5 

5

3

1

4

9

4

0

7

3

9

9

8

5

 

市

i

吋
d

ヴ
4

1

i

1

i

6 40.0 

30 41.1 

14 19.7 

4 44.5 

2 50.0 

6 60.0 

6 35.3 

2 66.7 

5 55.6 

7 77.8 

5 62.5 

3 60.0 

5 (1) 62.5 2 2.0 

3 (2) 60.0 16 8.0 

1 33.3 3 1 33.3 

計 237 85(48) 35.8 287 6.0 38(19) 16.l 91 4.8 

第 25表 商業家庭の年齢別鈎虫感染状態

Na  

算定陽性数 一人
%排虫数 ノL

（検査II) 当り

2 13.3 

19 (9) 26.0 17 1. 9 

2 (2) 2.8 9 4.5 

2 (1) 50.0 

2 (1) 20.0 

4 (3) 23.5 

2 2.0 

3 3.0 

55 18.3 

3 (1) 33.3 

4 (2) 44.4 

1 1.0 

4 2.0 

年齢
調査
人員

鈎虫

陽性数 % 

A. d. N. a. 

算定陽性動 一人 算定陽性数 一人
% 排虫数 % 排虫数

（検査II) 当り （検査／／） 当り

O～ 5 16 

6～10 92 

11～15 85 

16～20 7 

21～25 7 

26～30 10 

31～35 12 

36～40 19 

41～45 12 

46～50 16 

51～55 13 

56～60 

61～65 

66～70 

71～ 

6 

3 18.8 

25 27.2 

22 25.9 

4 57.1 

4 57.1 

8 80.0 

4 33.3 

10 52.6 

8 66.7 

13 81.2 

6 46.2 

3 50.0 
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2
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4

2
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2

1
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2 33.3 

1 6.3 

11 (4) 12.0 5 1.2 

7 (4) 8.2 12 3.0 

2 (1) 28.6 2 2.0・ 

5 (2) 50.0 7 3.5 

1 (1) 8.3 11 11.0 

5 (4) 26.3 10 2.5 

4 (2) 33.3 82 41.0、

8 (5) 50.0 19 3.8 

2 (1) 15.4 1 1.0 

1 16.7 

2 2 100.0 1 50.0 1 50.0 

ト
ー 297 48(24) 16.2 149 6.2 112 37.7 97(49) 32.6 271 5.5 

( 132) 
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昭和 33年 12月 (1958) J 

年齢 調査
人員

O～ 5 9 

6～10 46 

11～15 48 

16～20 5 

21～25 8 

26～30 8 

31～35 8 

36～40 5 

41～45 7 

46～50 10 

51～55 3 

56～60 3 

61～65 

66～70 

71～ 1 

鈎虫

陽性数 ヌダ

12 26.1 

16 33.4 

2 40.0 

4 50.0 

5 62.5 

4 50.0 

3 60.0 

4 57.1 

4 40.0 

1 33.3 

1 33.3 

第 26表林業家庭の年齢別鈎虫感染状態

A. d. 

算定陽性数 。／

（検査fl) 月
排虫数 人

当り

733 

N. a. 

算定陽性数 % 排虫数（検査／／） 当り

2 (1) 4.4 8 8.0 

2 (1) 4.2 1 1.0 

1 20.0 

1 (1) 12.5 2 2.0、

2 (2) 25.0 26 13.0, 

2 (2) 40.0 4 2.0・ 

1 (1) 14.3 1 1.0 

3 (2) 30.0 4 2.0 

1 (1) 33.3 1 1.0 

計 161 9.3 47 4.3 56 34.8 
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52(29) 32.3 187 6.5 15(11) 

第 27表 サラリ｛マシ家庭の年齢別鈎虫感染状態

年齢 調査
人員

O～ 5 

6～10 

11～15 

16～20 

21～25 

26～30 

31～35 

36～40 

41～45 

46～50 

23 

169 

118 

11 

13 

13 

17 

17 

17 

19 

51～55 10 

56～60 3 

61～65 4 

66～70 1 

71～ 2 

鈎虫

陽性数 が

1 4.4 

36 21.3 

24 20.4 

5 45.5 

6 46.2 

5 38.4 

10 58,8 

7 41.2 

9 52.9 

11 57.9 

5 50.0 

1 33.3 

2 50.0 

1 100.0 

2 100.。

A. d. 

算定陽性数 一人ガ 排虫数（検査／／） 当り

1 (1) 4.4 5 5.0 

30(14) 17.8 47 3.4 

21(16) 17.8 68 4.3 

5 (2) 45.5 21 10.5 

6 (2) 46.2 14 7.0 

3 

10 (6) 

7 (4) 

6 (2) 

11 (4) 

23.1 

58.8 37 6.2 

41.2 35 8.8 

35.3 12 6.0 

57.9 156 39.0 

N.α． 
算定陽性数 ヌダ 排虫数一人
（検査fl) 当り

11 (5) 6.5 15 3.0 

8 (6) 6.8 12 2.0・ 

3 (1) 27 .3 45 45.0・ 

3 23.1 

5 (3) 29.4 19 

5 (3) 29.4 24 

3 (1) 17.7 1 

6.3. 

8 0-

1.0・ 

2 (1) 20.0 3 3.0 

1 (1) 33.3 1 1.0 

2 (1) 50.0 11 11.0 

1 (1) 100.0 1 1.0 

5 (2) 50.0 32 16,01 

2 (1) 50.0 39 39.0 

1 (1) 100,0 1 1.0 

2 (1) 100.0 1 1.0 

計 437 48 (24) 11. 0 189 7. 9 125 28.6 106 (55) 24.3 411 7 .5 

( 133) 
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期：ま平均より低：ハ。平均排虫数は 19.6匹て41～45歳の

44.7匹が最大，O吋 5歳の 2.0匹が最小である。 A.d.と

N.a.の感染態度は近似しているようである。

iii 左官 ・瓦工家庭の年齢別感染状態〈第23長〉

鈎虫の感染は平均41.3%で，幼少期に低く成人に高い

傾向にある。 A.d.とN.a.との感染率は近似し，共に成

人に高く小児に低い。排虫数の年齢差は明瞭てない。

iv 自由業家庭の年齢別感染状態 (2f~24去〉

鈎虫の感染率ほ平均38.4%で，最高46～50歳の77.8

%，最低11～15歳の19.7%で，成人は小児より高い傾向

にあるが，その差は少ない。A.d.の感染率は成人が小

児より高く，排虫数ては年齢差が明らかでない。 N.a

の感染率も A.d.同様成人が小児より高く ，排虫数の年

齢左はみられない。 A.d.とN.α．の年齢別感染状態は近

似しているが，A.d.ては高齢者用まで感染がみられた。

v 商業家庭の年齢別感染状態（~｝25表〉

鈎虫の感染率は平均 37.7%で，成人に高く小児に低

い。A.d.の感染率、ま平均32.6弘、ど，最高は26～30）歳の

80.0%，最低：・＇！ 0吋 5i衰の12.5%て、，幼少期が低率を示

した。平均俳虫数は 5.5匹て、，最大41～45歳の10.0匹，

最小26-30哉の 1.7匹て年齢差はみられない。 N.a.の

感染率は平均16.2%で，成人は小児3り高く，排虫数は

明瞭な年齢差を認めない。

vi 林業家庭の年齢別感染状態（第26表〉

鈎虫の感染率は平均34.8%で，最高 26～30歳の62.5

%，最低 O～ 5j哉の 0%，年少者は成人に比し少しく低

率である。 A.d.の感染率は成人が小児より高率の傾向

にあるが，M：虫数は年少者と高齢者層に少ない傾向てあ

〔寄生虫学雑誌・第 7巻 ・第 6号

る古 N.a.の感染率は小児と高齢者に低いが，排虫数は

年齢差がみられない。との職業の家庭における A.d.と

N.a.の年齢別感染状態は 少しく相違するようにみられ

た。

vii サラ リーマン家庭の年齢別感染状態〈第27~）

鈎虫の感染率は平均28.6%で幼少期は平均より低く，

16議以上は平均より高い。 A.d.の感染率は平均24.3%,

幼少期は平均より低く ，成人は高い。平均排虫教は 7.5

匹て明瞭な年齢差はみられない。 N.a.の感染率は平均

11.0%で幼少期は平均より低く ，16歳以上は高い。排虫

数の年齢差はないようである。 A.d.とN.a.の年齢別芸

染態度に著明な相違はみられない。

0) 職業別性別感染状態

世帯主の職業別に家族全員の性別感染状態を比較した

のが第28表の1,2である。

鈎虫の感染率は，男ては良業（47.1%）が最も高く ，

ついて日雇，自由業，商業，左官 ・瓦工，林業，無職，

サラ リーマン（32.0%）のJI偵に低くなり，女ては日雇

(51.5%）を最高に，左官 ・瓦工， 農業，自由業，商業

林業，無職，サラリ ーマン（24.9%）の)I国てある。性差を

みると，農業，サラ リーマンは男＞女，自由業，商業，

無職は男手女，日雇，左官 ・瓦工， 杭業は男く女の傾向

がみられた。 A.d.の感染率は，男ては最高農業（37.7 

%〉について自由業，日j逗，左官 ・瓦工，商業，無職，

材、業のJI固で，最低はサラリ ーマン（26.8%）である。女

ては最高日雇（44.8%）てあり，ついて、自由業，良業，

林業，商業，左官・瓦工，無職，サラ リーマン（21.5%)

の）｜固である。農業，自由業，左官 ・瓦工， 無職，サラリ

第 28表（1) 職業別男の鈎虫感染扶態

職業
調査
人員

A. d. 

算定陽性数 人
ヌ6 排虫数 ハ

（検査II) 当 り

29 (15) 31.2 102 6.8 

61 (33) 26.8 163 4.9 

41(24) 36.9 91 4.3 

16 (8) 33.4 86 10.8 

47 (23) 33.3 80 3.5 

52(31) 34.6 167 5.4 

467(252) 37.7 1638 6.5 

2 22 2 

鈎虫

陽性数 fb 

林 業 93 

228 
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D

サ ラリーマ シ

自由業 111

左官 ・瓦工 48 

商業 141

日 雇 150

農業 1238

無 職 9 

算定陽性数
（検査II)

8 (4) 

32 (16) 

16 (8) 

10 (4) 

17 (10) 

43(26) 

435 (233) 

2 

N.α． 

M 排虫数 人
当り

8.6 14 3.5 

14.0 93 5.8 

14.4 42 5.3 

20.8 44 11.0 

12.1 20 2.0 

28.7 149 5.7 

35. l 4915 21.1 

22.2 

計 2018 870 43.1 715 (386) 35.4 2327 6.0 563 (301
) 27. 9 5277 17 .5 

( 134) 
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第 28表（2) 職業別女の鈎虫感染状態

735 

職 業
調査
人員

林 業

サ ラリーマユ／ 209 

自由業 126

左官 ・瓦工 44 

商 業 156

日 雇 165

農業 1290

無 職

鈎虫

陽性数 % 

68 25 36.8 

52 24.9 

48 38.1 

20 45.5 

58 37.2 

85 51.5 

576 44.6 

3 33.3 

A. d. N. a. 

算定陽性数 % 排虫動 一人 算定陽性数 が 排虫数 一人
（検査II) 当 り （検査II) 当り

23 (14) 33.8 85 6.1 7 ¥7) 10.3 33 4. 7 

45(22) 21.5 248 11.3 16 ¥8) 7.2 96 12.0 

44 (24) 34. 9 196 7 .3 22 (11) 17 .5 49 4.5 

13 (8) 28.6 33 4.1 14 ,s) 31.8 84 10.5 
50(26) 32.l 191 7.4 31(14) 19.9 129 9.2 

74(45) 44.8 330 7.3 38〔25) 23.0 437 17 .5 

441(241) 34.2 1526 6.3 398(226) 30.8 4081 18.l 

2 22.2 2 (1) 22.2 10 10・0 

計 2067 867 41. 9 692 (380) 33. 5 2609 6. 8 528 (300) 25' 6 4919 16 .4 

9 

ーマンは男＞女，商業，林業は男土子女，日111は児＜友の

傾向を示したが，何れも有志の差はない。平均j非虫数は

男の最大が左官 ・瓦工 (10.8匹〉，ついて、林業，農業，日

雇，サラリーマン，自由業，商業であり，女はサラリー

マン，商業，自由業，口雇，民業，柄、業，左官 ・瓦工の

JI固である。左官 ・瓦工は男＞女，林業，良業は児キ女，

日雇，サラリーマン，自由業，商業は男く女であった。

A.d.の感染率は男＞女の傾向を示す職業が多く，平均

排虫数は男く女の傾向が著明である。 N.a.の感染率て

男の最高は農業（35.1%），ついて日雇，無職，左官 ・瓦

工， 自由業，サラリーマン，商業，林業の）I民て低くな

り，女ては最高左官瓦工（31.8%），ついて農業，日

雇，無職，商業，自由業，林業，サラ リ」マンの）I固であ

る。農業，日雇，サラ リーマンは児＞女て，農業は Pr

｛χ2＞χ2s 4.69} < 0.05，サラ リーマンは Pr｛χ2＞χ2s4.54} 

く0.05の危険率て男女差を認めた。無職は男キ女，左官

・瓦工，自由業，商業，林業は男＜女の傾向てある。平

均排虫数は男ては良業，左官 ・瓦工に多い。女ては農業

日雇，サラ リーマン，左官 ・瓦工，無職，商業，自由業

のJI国である。 A.d.とN.a. を性別に比較すると，農

業とすラリ ーマンに有志の差て N.a.感染率が男に高
く，A.d.感染率も男に向い傾向を示した。 A.d.の感染

率に男＞女の傾向を認めた自由業，左官 ・瓦工ては，

N.a.感染率は男＜女て，A.d.男＜女の日雇ては N.a.

見＞女と錯綜しているが，A.d.の感染率が男女とも最

同は最低の約2倍てあるのに対し，N.a.のそれは約4

倍強である。排虫数は，土壌と関係の深い農業ては，

A.d., N.a.とも比較的大きい数字を示し，左官 ・瓦工

ては A.d.が男10.8：女 4.1と大i去を示したが，N.a.
は男11.0：女10.5と同程度であった。サラリーマン，商

業の女ては，N.a.の排虫数が比佼的に大きい。

If 職業別就業者の感染状態

第 29表就業者の鈎虫感染状態

職 調査
人員

業
鈎虫

陽性数 % 算定陽性数 0£ 
（検査II) /o 

A. d. 

排虫数 人
当 り

N. a. 

算定陽性数 人が 排虫数 ノL
（検査If) 当 り

日 雇 91

農業 1128

林 業 35

商 業 101

自由 業 48 

左官 ・瓦 工 28 

サラリ｛マ シ 77 

d
吐

ハ

ヨ

口

『

d

n

U

噌

i

o

o

唱

i

6

η

1

6

2

1

4

 

70.3 

64.6 

54.3 

59.4 

43.8 

64.4 

53.2 

56(36) 61.5 306 8.5 

572(326) 50.0 2655 8.1 

15 (9) 42.8 91 10.1 

54(31) 53.5 168 5.4 

21 (11) 43. 7 102 9.3 

16 (9) 57 .1 94 10.4 

32 (13) 41. 6 86 6 .1 

43 (28) 

562 (318) 

7 (4) 

28(15) 

8 (4) 

13 (8) 

17 (7) 

49.4 370 13.2 

49.8 7872 21.6 

20.0 9 2.3 

27.8 53 3.5 

17.0 25 6.3 

46.4 118 14.8 

22.1 22 4.4 
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〔寄生虫学雑誌・第 7巻・第 6号

就業者のみについて職業別に鈎虫の感染状態を比較す て調査すべく，耕作面積別に家庭全員の鈎虫感染状態を

ると，第29哀の通りである。 比較した。

鈎虫の感染率が最も高い職種は，日雇の70.3%，つい I 耕作面積別家庭の鈎虫感染状態

て農業の64.6%，左官 ・瓦工の64.4%，商業の59.4%, ’ a 耕作面積別感染状態く~｝30表〉

林業の54.3%，サラリーマンの 53.2%である。 A.d.の 鈎虫の感染率は，最高田 6～9反 ・畑 6反以上の47.o 

感染率は日産が最も高く 61.5%，ついて左官 ・瓦工の %，最低回 0反畑 0反の24.1%，他はをの聞で変動して

57.1%，商業の53.5%，農業の50.0%，自由業の43.7% いる。 A.d.の感染率は最高田 0反 ・畑8～6反の 40.0

林業の42.8%，サラリーマンの41.6%であり，平均排虫 %（全村の34.4%と Pr{χ2くχ2s1.19} < 0.05の危険率て

数は左官・瓦工の10.4匹，林業の10.1匹，自由業の 9.3 高しつであるが，殆んどは30%台てある。田 6～9反 ・

匹，日雇の 8.5匹，農業の 8.1匹，サラリーマンの 6.1 畑3～6反の29.7%，田 9反以上・畑6反以上の29.5

匹，商業の 5.4匹となった。 N.a.の感政率は農業がよ詰 %，田 9反以上 ・畑3～6反の26.2%，田0反，畑0反

も高く49.8%，ついて日雇のMJ.4%，左官 ・瓦工の46.4 の23.2%が低い。 とくに田 9反以上 ・畑8～6反は Pr

%，商業の27.8%，サラリ 」マンの22.1%，林業の20.6 ｛χ2＞χ2s 1.98} <0.05, 回0反 ・畑0反は Pr｛χ2＞χ25 

%，自由業の17.0%であり ，平均排虫数は農業21.6匹， 1. 74｝く0.01の危険率て低い。平均排虫数は最大田0反

左官 ・瓦工の14.8匹， 日産13.2匹， 自由業 6.3匹， サ ・畑0反の10.4匹，最小田 6～9反 ・畑0～8反の 4.5

ラリーマン 4.4匹， 商業 3.5匹，林業 2.3匹であった。 匹てあるが，全村平均の 6.5匹に対して著明な涯を示し

鈎虫の感染率は土壌と関係の深い日雇，農業，左官 ・ ていない。 N.a.の感染率は最高田 6～9反 ・畑6反以

瓦工などに高く，商業，自由業，サラリーマンなどに低 上の35.4% (Pr｛χ2＞χ2s 1.50} < o. 01），田 8～6反 ・畑

い傾向がみられ，とのような傾向は，A.d.,N.a.の感 8～6反の31.9% (Pr｛χ2＞χ2s 1.28｝く0.01)，回8～ 6

~：：率， 排虫数にもみられるが， ととに N.a. にその皮合 反・畑0～ 8反の32.8%(Pr｛χ2＞χ2s 1.33}<0.0l)，田

が強い。 6～9反・畑6反以上の35.4% (Pr ｛χ2＞χ2s 1.50｝く

B）耕作面積と A.d.,N.a.の分布 0.01）が高く，田0反・畑8司 6反の16.0% (Pr ｛χ2> 

耕作面積の広狭が鈎虫感染に如何に関係するかについ χ2s 1.53｝く0.01），田0反・畑0反の 4.8% (Pr ｛χ2＞χ25 

第 30表耕作面積別鈎虫感染状態

調査
鈎虫 A. d. N. a. 

反 JJU 人員 陽性数 予6 算（検定査陽性II)数 % 排虫数
一人 算（検定査陽性II)数 % 

一人

当り
排虫護士 当り

田 o,t田 。207 50 24.1 48 (25) 23.2 259 10.4 10 (5) 4.8 7 1.4 
田 O，畑0～3 730 300 41 1 276 (147) 37.8 917 6.2 

154(80) 21.1 805 10 1 

田 O，畑3～6 25 10 40.0 10 (7) 40.0 63 9.0 
4 (3) 16.0 22 7.3 

田O～3，畑O～3 917 397 43.3 308 (180) 33.6 1173 6.6 
233 (137) 25.4 2620 19.3 

田O～3，畑3～6 231 95 41 1 83(45) 35.9 274 6.0 
53 (31) 22.9 615 19.9 

田O～E，畑6～ 97 42 43.3 31 (22) 32.0 194 8.8 31 (20) 32.0 
210 10.5 

田3～6，畑O～3 308 144 46.8 112 (66) 36.4 394 5.9
 101 (61) 32.8 810 13.1 

田3～6，畑3～6 533 233 43.7 195 (89) 36.6 500 5.6
 170 (81) 31.9 1152 14.2 

田3～6，畑6～ 243 112 46.1 89(46) 36.6 310 6.7 78 (39
) 32.1 1180 30.2 

田6～9，畑O～3 39 18 36.2 14 (9) 35.9 40 4.5
 8 (7) 20.5 157 22.4 

田6～9，畑3～6 182 76 41.8 54(29) 29.7 212 7.3
 55 (30) 30.2 508 17.0 

田6～9，畑6～9 336 158 47.0 119 (61) 35.4 373 
6.1 119 (60) 35.4 1464 24.4 

田9以上，畑3～6 61 25 41.0 16 (7) 26.2 46 6.6 
15 (8) 24.6 58 7.3 

田9以上，畑6以上 176 77 43.8 52 (33) 29.5 181 5.5 60(39) 34.1 
588 14.9 

( 136) 
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6.52}<0.0l）が低い。平均排虫数は最大田 8～6反・

畑6反以上の30.2匹， 最小田0反・畑0反の 1.4匹であ

って，耕作面積の広狭と排虫数との関係は認めがたい。

A.d.と N.a.との感ー染状態を 比較すると，感染率て田

0反・ 畑0反が A.d.,N.α．何れも有意の差をもって最

低値を示し，とくに N.a.に著しく，排虫数も甚だしく

少ないが，田畑の広狭による A.d.,N.α．の著明な差は

認めがたい。平均排虫数も両種とも面積に関係はみられ

ないようであるつ

b 耕作面積別年齢別感染状態

i 田畑なし家庭の年齢別感染状態（第31表〉

鈎虫感染率は例数が少ないので正確には云えないが，

成人に高く小児？と低い。 A.d.の感染率は成人に高く小

児に低いが， N.a.は年齢層により感染をみない例もあ

り断定を下し難い。担｜＝虫数の年齢差は認められない。

ii 田0反 ・畑0～8反家庭の年齢別感染状態（第 32

表〉

鈎虫感染率は幼少期ては35%以下となり，16歳以上は

50%以上である＂A.d.の感染率は幼少期ては平均の

37.8%より低く，とくに0～5歳は13.3%で最も低い。

平均排虫数は年齢差を認めなかった。 N.a.の感染率も

737 

A.d.同様，幼少期ては低く ，成人に高い。平均封l：虫数

は小田から青年期に少なく，壮年から高齢層に多い。

iii 田0～3反・畑0～3反家庭の年齢別感染状態

（第33表〉

鈎虫感染率は最高66～70歳の85.7%，最低が11～15歳

の25.7%で，幼少期に低い。 A.d.の感染率は成人に高

く小児に低い。平均排虫数は最大61～65歳の16.7匹，最

小6～10歳の 3.3匹てあって，特異な年齢曲線は認め

られない。 N.a.の感梁率は最高61～65歳の 66.7%，最

低21～25歳の 9.1%で，幼少期は20%より低く成人は高，

率てある。平均排虫数は年齢的差異を認めない。 A.ι
とN.a.の感染態度はかなり近似している。

iv 田0～3反・畑3～6反家庭の年齢別感染状態

（第34表〉

鈎虫の感染率は20歳以下ては低く，最低は0～5歳の

21.1%であるが，21歳以上では高く ，最高は41～45歳のJ

38.9%であった。 A.d.の感染率は 41～45蔵の88.9%が

最高， 0～5蔵の10.5%が最低で，成人に高く小児に低

い。平均排虫数は最大41～必歳の20.6匹，最小16～20；哉

の 1.0匹であるが，年齢別変動に特長はないようであ

る。 N.a.の感染率は最高が 41～45歳の55.6%，最低は

第 31表 田0反，畑0反家庭の鈎虫感染扶態

鈎虫 A. d. N. a. 

陽性数 % 算（検定査陽性II数） % 
一人 算（検定査陽性II数） % 

一人
排虫数 当り 排虫数当り

年齢 調査
人員

O～ 5 7 

6～10 75 6 8.0 6 (2) 8.0 10 5,0 3 (3) 4.0 

11～15 57 13 22.8 13(12) 22.8 53 4.4 

16～20 6 2 33.3 1 16.7 1 16.7 

21～25 5 2 40 0 2 (1) 40.0 2 2.0 2 (1) 40.0 4 4.0・ 

26～30 13 8 61.5 8 (3) 61.5 27 9.0 2 (1) 15.4 3 3.0i 

31～35 8 3 37.5 3 (2) 37.5 7 3.5 

36～40 6 1 16.7 1 16.7 1 16.7 

41～45 4 2 50.0 2 50.0 

46～50 11 8 72.7 8 (3) 72.7 155 51.7 

51～55 9 4 44.4 4 (2) 44 4 5 2 5 

56～60 3 1 33.3 1 33.3 

61～65 1 

66～70 

71～ 2 

計 207 50 24.1 48(25) 23.2 259 10.4 10 (5) 4.8 7 1.4 

( 137) 
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第 32表 田0反，畑0～3反家庭の鈎虫！感染状態

年齢
調査
人員

O～ 5 45 

6～10 228 

11～15 241 

16～20 14 

21～25 11 

26～30 20 

31～35 34 

36～40 29 

41～45 39 

46～50 24 

51～55 21 

56～60 16 

61～65 6 

66～70 2 

71～ 

陽性数 % 

A. d. 

算定陽性数
排虫数（検査／／） ／ 当り

N. a. 

算定陽性数 (). ' 一人
排虫故検査II) 70 当り

8

9

0

0

6

0

9

5

8

8

4

0

0

0

 

ウ
’

F

D

8
笹

口

U

q

O

F

D

に
d

F

h

d

q

3

A

U

q

L

に
d

n

u

n

U

1

3

3

5

6

5

5

6

5

7

5

7

5

5

 

只
U

ワ

山

ワ

山

門

i

ヴ
’

1
ム

Q

d

Q

d

T
ム

ヴ

’

1
ょ
っ
＆
つ
d

T

ム

8

8

1

1

1

2

1

1

1

 

6 

74(35) 

74 (36) 
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36 (17) 

38 (18) 

5 (2) 

5 (3) 

9 (6) 

17 (14) 

10 (5) 

10 (7) 

8 (3) 

5 (3) 

3 (1) 

1 (1) 
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F
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1
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45.4 5 2.5 

25.0 59 19.7 

26.5 62 10. 7 

58.6 146 10.4 

25.6 106 21.2 

41. 7 72 10.3 

38.1 42 14.0 

31.2 14 4. 7 

50.0 39 39.0 

50.0 89 89.0 

計 730 300 41.1 276(147) 37.8 917 6.2 154(80) 21.1 805 10.1 

第 33表 田O～3反， 畑O～3反家庭の鈎虫感染状態

年齢
調査
人員

N. a. 

0～ 5 60 

6～10 291 

11～15 222 

16～20 27 

21～25 22 

26～30 46 

31～35 54 

36～40 44 

41～45 28 

46～50 42 

51～55 26 

56～60 17 

・61～65 15 

66～70 7 

71～ 16 

計 917 

鈎虫

陽性数 J~ 

16 26.7 

99 34.0 

57 25.7 

16 59.3 

14 63.6 

34 73.9 

32 59.3 

25 56.8 

16 67.2 

27 64.3 

20 77 0 

14 82.4 

10 66.7 

6 85.7 

11 68.8 

397 43.3 

算定陽性数
（検査II)

6 

69 (42) 

40(35) 

16 (7) 

13 (5) 

28 (13) 

32 (14) 

25(12) 

9 (9) 

21 (14) 

17 (8) 

12 (9) 

6 (6) 

5 (3) 

9 (3) 

A. d. 

ob 排虫数一人
当り

10.0 

23.7 137 3.3 

18.0 143 4.1 

59.3 29 4.1 

59.0 45 9.0 

60.9 159 12.2 

59.3 120 8.6 

56.8 89 7 .4 

32 1 120 13・3 

50.0 57 4.1 

65.5 50 6.3 

70.6 84 9.3 

40.0 100 16.7 

71.4 28 9.3 

56.3 12 4.0 

308(180) 33.6 1173 6.6 

( 138) 

算定陽性数 ゲ

（検査／／） 月
排虫数 人

当 り

7 

58(34) 

24(24) 

11 (3) 

2 (2) 

25(12) 

23 (13) 

13 (7) 

8 (7) 

17 (10) 

12 (4) 

9 (9) 

10 (5) 

4 (3) 

10 (4) 

11.7 

20.0 165 4.9 

10.8 186 7 .8 

40.8 69 23.0 

9.1 16 8.0 

54.3 141 11.8 

42.6 113 8. 7 

29.6 52 7.4 

28.6 1261 180.1 

40.5 157 15.7 

46.2 11 2.8 

53.0 271 30.2 

66.7 68 13.6 

57.1 34 17.0 

62.5 76 19.0 

233(137) 25.3 2620 19.3 
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第 34表 田 O～3反，畑3～6反家庭の鈎虫感染状態

年齢

O～ 5 

6～10 

11～15 

16～20 

21～25 

26～30 

31～35 

36～40 

41～45 

46～50 

51～55 

56～60 

61～65 

66～70 

71～ 

調査
人員

陽性数 % 
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計 231 95 41.1 83(45) 35.9 274 6.0 53.(31) 22.9 615 19.9 

第 35表 田0～3反，畑6反以上家庭の鈎虫感染状態

年齢
調査
人員

鈎虫

陽性数 % 

Ad. 

算定陽性数
ヌダ 排虫数（検査II) 当り

N. a. 

算定陽性数
が 排虫数（検査／／） 当り

0～ 5 6 

6～10 19 

11～15 27 

16～20 3 

21～25 8 

26～30 4 

31～35 4 

36～40 3 

41～45 1 

46～50 10 

51～55 4 

56～60 5 

61～65 3 

66～70 

71～ 

4 21.1 

6 22.2 

3 100.0 

6 75.0 

2 50.0 

4 100.0 

2 66.7 

1 100 0 

9 90.0 

1 25.0 

2 40.0 

2 66.7 
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1 33.3 

3 (3) 15.8 12 4.0 

5 (2) 18.5 2 1.0 

3 (2) 100.0 11 5.5 

4 (3) 50.0 20 6.7 

2 50 0 

3 (3) 75.0 12 4.0 

2 (2) 66.7 7 3.5 

4 (3) 40.0 141 47.0 

1 (1) 25.0 2 2.0, 

2 (1) 40.0 3 3.0 

2 66.7 

計 97 42 43.3 31(22) 32.0 194 8.8 31(20) 33.3 210 10.5 

( 139) 
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第 36表 田3～6反，畑0～3反家庭の鈎虫感染状態

N. a. 
年齢

O～ 5 

6～10 

11～15 

16～20 

21～25 

26～30 

31～35 

36～40 

41～45 

46～50 

51～55 

56～60 

61～65 

66～70 

71～ 

調査
人員

陽性数 % 

4

1

4

7

3

7

9

6

0

3

9

8

5

2

 

1

8

8

1

1

1

2

2

 

3 21.4 

31 38.3 

30 35.7 

9 52.9 

7 53.8 

7 100.0 

5 55.6 

7 43.8 

13 65.0 

14 60.9 

8 88.9 

5 62.5 

3 60.0 

2 100.0 

A. d. 

算定陽性数

（検査＂ l
3 (1) 

21 (10) 

25 (15) 

10 (6) 

タザ 排虫数一人 算定陽性数 % 排虫数一人
当り （検査II) 当り

21.4 7 7 .o 
25.9 23 2.3 

29.8 51 3.4 

58.8 36 6.0 

5 (2) 

5 (2) 

5 (4) 

12 (9) 

10 (7) 

6 (6) 

71.4 14 7 .0 

55.6 4 2.0 

31.2 45 11.3 

60.0 92 10.2 

43.5 58 8.3 

66.7 45 7.5 

14 (7) 17 .3 77 11.0 

17(10) 20.2 49 4.9 

8 (5) 47.1 72 14.4 

7 (2) 53.8 45 22.5 

5 (2) 

5 (2) 

6 (5) 

13(10) 

10 (7) 

6 16) 

71.4 25 12.5 

55.6 44 22 0 

37 .5 181 36.2 

65.0 94 9.4 

43 . 5 125 17 . 9 

66.7 46 7 7 

5 (1) 62.5 5 5.0 

3 (1) 60.0 10 10.0 

2 (2) 100.0 4 1.3 

5 (1) 62.5 2 2.0 

3 (2) 60.0 15 7.5 

2 (2) 100.0 35 11.7 

計 101 (61) 32.8 810 13.1 308 144 46.8 112(66) 36.4 394 5.9 

第 37表 田3～6反，畑3～6反家庭の鈎虫感染状態

年齢

0～ 5 

6～10 

11～15 

16～20 

21～25 

26～30 

31～35 

36～40 

41～45 

46～50 

51～55 

56～60 

61～65 

66～70 

71～ 

調査
人員

つ
d

q

3

1

－
FD
可

i

氏
U

D

O

Q

J

つ

山

氏

u
n
u
a
ι
τ

円

δ

Q

U

Q

U

3

4

3

1

2

2

1

2

2

2

2

1

1
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鈎虫

陽性数 ~b 

12 36.4 

36 25.2 

39 29.8 

12 80.0 

11 40.8 

16 62.5 

13 72.3 

21 72.5 

21 95.5 

20 76.9 

13 65.0 

9 64.3 

3 23.1 

2 25.0 

5 62.5 

A. d. 

算定陽性数 % 排虫数
（検査II) 当り

6 (1) 18.2 5 5.0 

33 (12) 23.1 53 4.4 

35 (17) 26. 7 43 2.5 

10 (5) 66.7 36 7.2 

8 (3) 29.6 38 12. 7 

16 (7) 61.5 40 5. 7 

10 (5) 55.6 35 7 .o 

14 (7) 48.3 56 8.0 

16 (7) 72. 7 66 9.4 

19 (10) 73.0 33 3.3 

11 (5) 55.0 62 12.4 

9 (7) 64.3 23 3.3 

2 (2) 15.4 9 4.5 

1 12.5 

5 (1) 62.5 1 1.0 

N.α． 
算定陽性数 aど 一人

排虫長女
（検査／／） ／ 当り

6 (1) 18.2 4 4.0 

18 (6) 12.6 45 7.5 

33(16) 25.2 110 6.9 

6 (3) 40.0 10 3.3 

5 (2) 18.5 4 2.0 

11 (5) 42.3 55 11.0 

9 (5) 50.0 243 48.6 

19 (11) 65. 5 108 9.8 

21 (9) 95.5 306 34.0 

13 !8) 50.0 123 15.4 

13 (6) 65.0 24 4.0 

7 (6) 50.0 98 16.3 

2 (2) 15.4 17 8.5 

2 25.0 

5 (1) 62.5 5 5.0 

計 170 (81) 31.9 1152 14.2 533 233 43.7 195(89) 36.6 500 5.6 

( 140) 
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第 38表 団 3～6反，畑6反以上家庭の鈎虫感染状態

年齢

0～ 5 10 

6～10 68 

11～15 61 

16～20 4 

21～25 15 

26～30 12 

31～35 15 

36～40 10 

41～45 11 

46～50 8 

51～55 11 

56～60 6 

61～65 

66～70 

71 

調査
人員

鈎虫

陽性数 % 

4

3

5

 

1 10.0 

23 33.8 

14 23.0 

3 75.0 

9 60.0 

7 58.3 

10 66.7 

7 70 0 

10 90 9 

7 87.5 

7 63.5 

5 83.3 

3 75.0 

3 100.0 

3 60.0 
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3
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4

5

一陽査一
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（

（

一
定
検
一

1

7

6

3

5

5

m

5
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6

7

5

一算（一

一人
り
一

二
当
一

一
数

一

一
虫
一

一
制
タ
一

，G

一
一
一rp
一

A

一

一

数
）
一
性
H

一

陽
査
一
定
検
－

算
（
－

16 (8) 23.5 30 3.8 

10 (7) 16.4 20 2.9 

10 (4) 66.7 14 3.5 

7 (4) 58.3 34 8.5 

10 (5) 66. 7 87 17.4 

2 (1) 20.0 9 9.0 

10 (4) 90.9 50 12.5 

4 (3) 50.0 4 1.3 

7 (5) 63.5 35 7.0 

5 (3) 83.3 25 8.3 

2 50.0 

3 (1) 100.0 1 1.0 

3 (1) 60.0 1 1.0 

2 50.0 

3 (1) 100.0 22 22.0 

3 (1) 60.0 5 5.0 

計 243 112 46.1 89(46) 36.6 310 6.7 78 (39) 32.1 1180 30.2 

第39表 団 6～9反，畑3～6反家庭の鈎虫感染状態

年齢

O～ 5 

6～10 

11～15 

16～20 

21～25 

26～30 

31～35 

.36～40 

41～45 

46～50 

51～55 

56～60 

61～65 

66～70 

71～ 

調査
人員

9

0

3

9

9

2

2

4

6

7

7

6

6

 

F
h
u
a
a
t

－－

1
i
 

鈎虫

陽性数 % 

3 33.3 

11 22.0 

10 23.2 

4 44.5 

8 88.9 

7 58.3 

7 58.3 

3 75.0 

5 83.3 

3 42 9 

6 85.7 

4 66.7 

4 66.7 

2 1 50 0 

A. d. 

算定陽性数 一人ガ 排虫数
（検査＂） 当り

8 (3) 16.0 12 4.0 

4 (3) 9.3 11 3.7 

6 (3) 66. 7 27 9.0 

6 (3) 50.0 19 6.3 

7 (5) 58.3 66 13.2 

3 (2) 75.0 8 4.0 

4 66.7 

3 (2) 42.9 10 5.0 

5 (5) 71.4 41 8.2 

4 (1) 66.7 4 4.0 

4 (2) 66.7 14 7.0 

N. a. 

算定陽性数
ヌダ 排虫数

（核査＂） 当り

3 (1) 33.3 1 1.0 

5 (2) 10.0 2 1.0 

7 (5) 16.3 17 3.4 

4 (3) 44.5 14 4.7 

6 (3) 66.7 50 16.7 

4 (2) 33.3 14 7.0 

6 (4) 50.0 150 37.5 

2 (1) 50.0 43 43.0 

3 50.0 

3 (2) 42.9 78 39.0 

4 (4) 57.1 130 32.5 

4 (1) 66.7 4 4.0 

4 (2) 66.7 5 2.5 

計 55(30) 30.2 508 17.0 182 76 41.8 54(29) 29.7 212 7.3 

( 141) 
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第 40表 田 6～9反，畑6反以上家庭の鈎虫感染状態

年齢
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計 119 (60) 35 .4 1464 24 .4 336 158 47.0 119(61) 35.4 373 6.1 

第 41表 田9反以上，畑6反以上家庭の鈎虫感染扶態

年齢
調査
人員

鈎虫

陽性数 Jb 

A. d. 

算定陽性数 タダ 排虫数
（検査II) 当り

N. a. 

算定陽性数 一人
ガ 排虫数

（検査II) 当り

O～ 5 5 

6～10 19 

11～15 35 

16～20 19 

21～25 26 

26～30 12 

31～35 2 

36～40 3 

41～45 11 

46～50 10 

51～55 12 

56～60 9 

61～65 8 

66～70 2 

71～ 3 
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4 (2) 21.0 4 2.0 

3 (1) 8.6 1 1.0 

5 (4) 26.3 31 7.8 

9 (6) 34.6 172 28.7 

5 (2) 41.7 2 1.0 

2 (2) 100.0 2 1.0 

1 (1) 33.3 26 26.0 

10 (5) 90.9 43 8.6 

4 (2) 40.0 185 92.5 

6 ( 4) 50. 0 28 7. 0 

4 (3) 44.4 9 3.0 

4 (4) 50.0 60 15.0 

2 (2) 100.0 19 9.5 

1 (1) 33.3 6 6.0 

計 176 77 43.8 52 (33) 29.5 181 5.5 

( 142) 

60(39) 34.1 588 14.9 
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11～15煮の 9.8%で，幼少期ては平均以下て、あった。平

均排虫数に年齢差の特長はみられない。 A.d.と N.a.

の感染態度はかなり近似しているようである。

v 回0～3反・畑6反以上家庭の年齢別感染状態（第

35支〉

鈎虫の感染率は 0～ 5歳の 0%任最低として，幼少期

に低く大人に高い。 A.d.の感決率は小児期に低率，大

人に高率を呈した。排虫数の年齢12はみられない。 N.a.

の感染率も排虫数も年齢的には A.d.と同様で、あった。

vi 田3～6反 ・畑0～8反家庭の年齢別感染状態

〈第36表〉

鈎虫の感染率は大人に高く ，小児に低い。 A.d.の感

染率は，成人ては 30～ 100泌，小児ては 20～30%を示

し，成人？と高いが，排虫数の年齢差は認めがたい。 N.a.

の感染率も A.d.同様の傾向を呈した。

vii 回8～6反・畑3～6反家庭の年齢別感染状態

〈第37表〉

鈎虫の感染率は幼少期に低く ，成人に高い。 A.d.の

感染率は幼少期に低く ，青年期あたりから高くなってい

るが，排虫数の年齢変動はみられない。 N.a.の感染状

態は， A.d.同様である。

viii 田 3～6反・畑6反以上家庭の年齢別感染状態

(!;,r}38表〉

鈎虫の感染率は最高66～'70歳の 100%，最低0～5践

の10.0%で，成人に高く小児に低い。 A.d.の感染率は

成人に高く ，小児に低い傾向にある。排虫数は労働年齢

肝に少しく多い傾向にある。 N.a.感染率は成人に高く，

小児に低く，排虫数は労働年齢府に多い傾向である。

ix 回6～9反・畑3～ 6反家庭の年齢別感染状態〈第

30d：ミ〉

鈎虫の感梁率l~最高21～25歳の88 .9 %，最低 6 ～10歳

の22.0%で，成人に高く小児に低い。 A.d.の感染率は

成人に高く，小児に低い。排虫数の年齢変動はみられな

い。 N.a.の感染率は A.d.同絡であるが， 排虫数は労

働年齢層に多い。

x 回6～9反 ・畑6反以上家庭の年齢別感決状態くお3
40友〉

鈎虫の感・tt~率は最高71歳以上の83 .3%， 最低 O～ 5 成

の21.2%で，成人に高く小児に低い。 A.d.の感染率は

最高71歳以上の83.3%，最低は 0～ 5歳の15.8%で，成

人に高く小児に低い。排虫数は労働年齢層に多い。 N.α
の感染率は最高31～35歳の68.4%，最低0～5歳の10.5 

%で， A.d.同様の年齢曲線を示した。おf＇虫数は労働 '.l1.:

( 143) 
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齢層に多い。

xi 田9反以上・畑6反以上家庭の年齢別感染状態（第

41表〉

鈎虫の感染率は小児に低く，成人に高い。 A.d.の感

知率は最高66～'70歳の 100%，最低0～5歳および11～

15歳の 0%で，成λに高く小児に低い。 l}I=虫数の年齢差

はみとめられない。 N.a.の感染率は最高 31～35歳およ

び66～70歳の 100%，最低0～5歳の 0%で，成人に高

く小児に低い。担I－＝虫敬は労働年齢層に少しく多い傾向て
あった。

1I 耕作面積別段業専従者の鈎虫感染状態

耕作面積別に良業専従者の鈎虫感染状態を比較する

と，第42表の通りである。

鈎虫の感染率は回O～ 8反・ 畑6反以上の74.5%，田

3～6反・畑6反以上の73.9%，田 6～9反・畑0～3

反の71.4%などが高率てあり，回9反以上 ・畑8～6反

の53.0%，田9反以上 ・畑6反以上の58.6%，田0～3

反 ・畑3～6反の 56.1%などが低率である。 A.d.の感

染率は，田0反 ・畑0～3反の68.7%，田0～8反 ・佃

0～8反の62.8%，田O～3反・畑6反以上の62.8%な

どが高率てある。回 9反以上 ・畑3～ 6反の32.4%，田

9反以上・畑6反以上の34.6%，田O～8反・畑8～6

反の39.0%などが低率である。平均封l：虫数は，田0反 ・

畑O～8反の 9・4匹，田O～8反 ・畑0～8反の 9.5 

匹，田O～8反 ・畑8～6反の 9.9匹，田0～8反・ 畑

6反以上の 9.4匹などが多く，田 9反以上・畑3～6反

の 5.4匹，田9反以上 ・畑6反以上の 6.0匹，田6～9

反 ・畑 0 ～ 3 反の 6.0 匹などが少ない。 N.a. の感g{~.率

は田 8～6反 ・畑6反以上の59.8%，田6～9反 ・畑0

～8反の57.1%，日 3～6反・畑0～3反の57.7%，田

6～9反・畑8～6反の52.8%，田0反・畑O～3反の

50.0%などが多く，田0反 ・畑3～6反の16.7%，田O～

3反・畑3～6反の36.6%，田 9反以上・畑3～6反の

35.3%などが少ない。平均排虫数は，田0反 ・畑0～3

反の35.0匹，回O～8反 ・畑0～8反の40.9匹；田0～

8反・畑8～6反の30.7匹，田 3～6反・畑6反以上の

35.4匹などが多く，田 0反・畑3～6反の 1.0匹，回0

～ 8反・ 畑6反以上の10.2匹， 田9反以上 ・畑3～ 6反

の9.8匹が少ない。良業専従者には耕作面積の広狭によ

って鈎虫の著しい感染差はみられず，A.d.,N.a.の感

染率および排虫数も面積の広狭には概して影響されてい

ないようである。



744 〔寄生虫学雑誌・ 第 7巻 ・第 6号

第42表耕作面積別農業専従者の鈎虫感染状態

調査 鈎虫
反別

人員 陽性数

田 O， 畑O～3 16 11 

田 O， 畑3～6 12 8 

田O～3, 畑O～3 191 122 

田O～3, 畑3～6 82 46 

田O～3, 畑6以上 43 32 

田3～6, 畑O～3 104 67 

国3～6, 畑3～6 201 132 

．田3～6, 畑6以上 92 68 

田6～9， 畑O～3 14 10 

田6～9, 畑3～6 72 48 

田6～9, 畑6以上 163 106 

田9以上， 畑3～6 34 18 

田9以上， 畑6以上 104 61 

総括および考察

1) 鈎虫感染の概要

% 

68.7 

66.7 

63.9 

56.l 

74 5 

64.4 

65.7 

73.9 

71 4 

66.7 

65.0 

53.0 

58.6 

算（定検陽査性II数） 

11 (7) 

6 (3) 

120 (57) 

32 (21) 

27 (19) 

51 (33) 

102 (55) 

55 (30) 

7 (6) 

36(20) 

80(42) 

11 (5) 

36 (28) 

農村は炭山地方と共に，鈎虫の淫浸地として一般の関

心を集めている。近頃，化学肥料が市場に出廻って来た

が，農家の経済力ては，施肥に人糞のになう役割は依然

として大きい。鈎虫卵およびその，仔虫の発育は気候の影

響を強く受ける。熱帯地方は最適て，温帯地方はとれに

つぐ。温干に属し人糞施肥の盛んな我が国は鈎虫国とし

て名高い。 本邦における鈎虫の分1iJに関しては，古くか

ら調査が進められてきたが，終戦後から本格的な調査段

階に入った。鈎虫卵の検出は検査方法によって非常に差

があるが，一応確実とされる集卵法を採用して調査した

報告をひろっても，多くの業績があり，殆んどの農村で

は30～50%以上の感染率を示しているようである。史に

A.d.とN.a.の牙布をみると，小林ら (1()53）は京都，

富山， 愛知， 兵庫，山口， 香川の諸県を調査し，大部好

の地区は A.d.が優占し，N.a.の多い土地は鈎虫感染

が濃厚なところといい，松，，有ら（1951）は東京，千葉，

神奈川， 埼玉，茨城，岐阜，富山の諸県の35地区8社か

ら卵子を集め培養し，鈎虫寄生率は決して低いものでな

く，A.ιの多い地区28,N.a.の多い地区7であるとし，
水野 (1956）は群馬県下40個所の町村を調査レ，濃厚感

染を認め， かつ鈎虫｜易性率は椋高が高くなるにしたが

って低下すると述べ，小宮ら（1952）は，埼玉県て N.a.

優占を認め，鈴木ら (1956）は宮城県の農村を調査し濃

A. d. N；α 

一人 算定陽性数 一人
% 排虫数 当 り 検査II) が 排虫数 当り

68.7 66 9.4 8 (5) 50.0 175 35.0 

50.0 22 7.3 2 (1) 16.7 1 1.0 

62.8 544 9.5 84(45) 44.0 1838 40.9 

39.0 207 9.9 30 (18) 36.6 553 30.7 

62.8 179 9.4 20 (15) 46.5 193 10.2 

49.1 269 8.2 60 (39) 57.7 565 17.1 

50.7 397 7.3 101 (55) 50.2 954 17.4 

59.8 250 8.3 55(31) 59.8 1098 35.4 

50.0 36 6.0 8 (7) 57.1 147 21.0 

50 0 165 8.3 38(20) 52.8 424 21.2 

49.1 327 7.8 81 (44) 49.7 1311 29.8 

32.4 27 5.4 12 (6) 35.3 59 9.8 

34.6 167 6.0 43 (32) 41.4 554 17.3 

厚感染をみとめ，大部牙は N.a. が優占する地区であ

るが，高地には A.d.地区を発見している。佐々木ら

(1952）は山梨県て駆虫し，排虫者 203名中 A.d.のみ

193名，N.α．のみ 2名，混合8名であったといってい

る。長花ら（1953）は松江市周辺て A.d.優占をのべ，

小宮山 （1954）は川崎市て、 N.a.優占であるとし，佐々

ら （1957)は全国にまたがる三菱鉱業株式会社を調査

し，北九州，山口県，東北，北海道の何れの事業所て、も

A.d.優占を認めたが，北海道にかぎり N.a.がかなり

分布しているという興味ある報告をしてし aるc 九州の

鈎虫については，阿部ら (1953）は福岡，大牙，長崎の

諸県を調査し，何れの地域ても濃厚感染を認め，大部好

の地区が A.d.優占であったが，N.a.の多いととろも

あるとし，ととに高地は A.d.が独占的であると報告し

ている。永吉ら （1955）は宮崎県南部て A.d.と N.a.

の寄生する率は 7.9: 2.Gであるが，N.a.が優占する

といい， 牟田口（1955）は福岡，佐賀， 熊本， 宮11~，！；｝の諸県

を調査し，何れの地区ても濃厚感染を認め，福岡，佐賀

の両県は A.d.が多く ，熊本県は A.d.と N.a.が接近

し，宮崎県南部は N.a.が圧倒的に多く分布していると

し，小牧（1957)は宮崎県中部て、 A.d.が優占するが，

N.a.もかなり多いとし，小笠原(1953）は種子島の調査

で A.d.とN.a.はほ三同数と報告している。 以上の如

く我が国においては，いたるととろに鈎虫が蔓延し，そ

れによる疾病は国民病の一つに数えあげられている。

( 144) 
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著者の調査した山之口村は，受験者4085名中鈎虫卵陽

d性首数が1737名の42.5%であり，僅か97km2の面積内に

散在する 10数部落聞に苦じい波淡がみられた。 A.d.と

N.a.の感染状態を比較すると，A.d.の感染率は34.4%

平均排虫数は 6.4匹となり，N.a.の感染率は 26.7%,

平均排虫数は17.0匹であるG との成績を諸氏のそれと比

較すると，当村も一般良村におとらず，鈎虫が濃厚に分

布しているととがうかがえる。両種鈎虫の分布相は，

A.d. fM占地て、あった。

2) 地域と鈎虫感染

調査地は農業主体て府成された段村であるが，村内は

土地の高低がはげしく ，部拡によって地形の総相も追っ

ているところから， 山間部は材；）＿~が営なまれ， 平地は瓦

製造に従事するととろもある。中心部は商業，円iJl業乍

開業し，都城けiv・こ近い関係上，通勤宵も少なくない。鈎虫
は全村に＇.~延しているが， 部吉年若が詳しい。 A.d.の感

染病が比較的に高い部落は，来峯，野上，向原，正近，

下宮古および川内などてあり ， 低い部誌はJ~怯， 桑原，

六十回，麓などである。 A.d.排虫数の多いー部訴はー，ii)ド

岳，前方，正近，飛怯および下宮古などであり，少ない

部落は桑原，麓，田原，川内，六十回などてある。 N.a.

の感染率が高い部落は下宮古，正近，乗峯，川内，桑原

などであり，低い部落は ，＇f井十九六十回，山/llJ，館など

である。 N.α．排虫数の多い部落は正近，川内，前方，

野上などであり，少ない部品年は打｜原，中原，麓，乗率，

山町，六十回，青井岳などである。各部落における A.d.

の感染率は23～44%,N.a.のそれは 13～39%の間て変

動し，部落差は A.d.が少なく N.a.が大きい。排虫数

は A.d.3.2～ 9.6匹，N.a. 4.1～35.8匹の間て、相注し

部落差は A.d.が小さく N.a.が大きい。しかし A.d.,

N.a.両種とも一般的傾向として平地から丘陵地に高率，

多数排虫がみられ，正陵から山地に低率，少数排虫がみ

ら札た。

3) 年齢と鈎虫感染

1良村居住者といえども生活様式は決して単純なもので

なく，地方によって種々の要素が釦綜的に働いて各人各

様な生活を形成させているが，中ても年齢的因子は府主

の生存！？政式を著しく相違させ，鈎虫感釈の上にも大きく

影轡している。経皮感染の原因となる土壌， とくに人~

が植肥されている耕地に立入る機会の多少は，成人と小

児とでは大いに異なり，成人層の中ても労働年齢層と芭

齢層とでは違う。そとて当村の全住民を 5j堤防干級に区分

し，それぞれの鈎虫感染率を比較すると，15歳未満の小

( 145) 
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児期は20～30%の低率を示したが良業に従事しはじめる

イ1：頃(16歳依〉から急激に高まり，成人期は50～70%とな

っている。 A.d.の感染率は，O～5歳が最も低く 11.990, 

6歳から15）成までは22%強，16歳頃から念、に増加し，労

働年齢府ては40～60%を呈し，66歳以上の高齢府におい

ても変りがない。 A.d.排虫数は小児期ては3～5匹て

少なく，労働午齢府は 6～18匹て多い。 N.a.の感決本

は，小児期ては12～16%の聞で変動し， 0～5成が最も

低く 11.8%で＇）hるつ 16歳以上の労働午齢j門は35～55%で

日取を呈L,~ ·5齢rri といえども何ら変化をみとめない。

N.a.の排虫数は，ノト児期て、は2～ 5.5匹，成人ては8

～42匹て，成人は小児より著しく多数の排虫がみら./l

た。鈎虫の年齢別感染状態は，本種の予防，疫学および

感染経路などについて，多数の識者によってしばしば調

斉検討される要素て，鈴木ら（1956,1957)は A.ι
および N.a.が弘正占する宵城県および N.a.が優占する

群馬県の農村て，f_Q旧 (1955）は N.a.が優占する山山

県の農村て，HH(1952）は A.d.の多い京都府の良村て，

大鶴（1955）は A.d.が独占的に分布する福岡県の炭鉱，

小宮山は N.a.が主として分布する神奈川県の都市と段

村，小宮らは N.a.が優占する埼玉県の農村，牟田「lは

A.d.が多い福附県の都市，炭鉱およむ：農村，佐賀県の

民村，熊本県の部 1lj，良村，N.a.が優占する宮崎県の
良村て、，年齢と鈎虫感染との関係を調査し，何れも小児が

低く成人に高いととを認めている。著者の成績も，とれ

らの報告と全く一致した。さらに小宮 ・鈴木（1956）は

成人に高率であるととは疑いのない事実であるが， 右＂＇~

肝（主労働年齢j討に比較して少しく減少していると述べ〈

いるが，当村における年齢別感染曲線は一般的な顕向を

示し，史に部落別，職業別，耕作面杭別に検討しても，

}f1んど同総の傾向を示した。

4) 性と鈎虫感染

諸氏の報件によ ,flば，宿主が性を異にした場合，地域

によって鈎虫感染に特色な呈するととがちるようてゐ

る。すなわ!J:i5Jfl11J(1951），河井ら（1952）は宮崎県およ

び中部日木において，N.a.の感染が女性において男性

の約3倍認められたとし，モの原因を皮府の生理的な泣

いに求めて1；、るっ牟田口は宮崎県て、 A.d.,N.a.ともLぐ

に高率，高濃J立をみとめ，更に熊本県の調査では，両障

とも性差がみられないとし，蒲は京都府の良村て性差は

殆んどないとし，鈴木らは宮域県て性差はないとい h

小宮山は川崎市の民家の20歳以上の男女間に有志差全認

め，その原因として児が汚染環境に接する機会の多い
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ζ とを主張している。古賀 （1951）は A.d.が主に牙布

する玄海灘諸島て，女が男より多いとしている。木村に

おいては，A.d.の感染率が男35.4%に対し女33.5%で，

少しく男に高いが有意性は認められない。 ~~，，虫数は男

6.0匹に対し女 6.5匹て殆んど変らない。地区別にみる

と，感染率ては男が高い部結 7（ただし有志性を有する

のは 2），女が高い部落は 1区てある。排虫数は男が多い

都議8，女が多い部落4てある。 N.a.の感染率は，男2U)

%に対して女25.1%で，少しく男に高い傾向がみられた

が有意性はない。排虫数は男17.5匹に対し女16.4匹て，

余り変りがない。地区別に通覧すると感染率ては男が向

率の部落 6（た立し 8部落だけ有志；〉，女の高率部落4と

なり，排虫数ては男が多い部蓄5，女が多い部蓄6であ

る。以上の成績によれば，当地方では特有な性差を認め

なかった。

5) 職業と鈎虫感染

鈎虫感淡に職業的な条件の役割は大きい。すなわち土

援に接する職業，とくに人尭抱肥の土壌にまみれて労働

するか否かは，鈎虫感染に：要な条件と考えられる。木

村民住者の職業を調査すると，過半数が良業関係者によ

って占められるが，タトにサラリーマン，日雇，林業，商

業，左官 ・瓦工，自由業（理容削j，大工，会計士など特

殊民術をもって生計を営なむもの〉および無職に大別さ

れる。その中て土壌と接する機会の多い職業は農業，左

官 ・瓦工，日雇の 3種である。就業者の A..d.と N.α．

の感染率；よ，とれら農業，日雇，左官 ・瓦工に高い傾向

にあり，耕地接触の稀なすラリーマン，自由業に低い。

臼1：虫数は N.α．のみに同様の傾向がみられる。次に世帯

主の職業別に木人および家族の感染状態を比較すると，

全職種に亘って鈎虫の濃厚感染がみられた。即~最高は

l:llぽの 47.6%，最低はサラリ）マンの 26.8%である。

A.d.の感染率は日雇が最も向く ，ついて農業，自由業，

商業，林業，左官 ・瓦工の）｜目となり，サラリ 」マンが最

も低く，最高と最低との差は 15%である。 A.d.の排山

数には概して職業差はみられない。 N.α．の感染率はj民

業が最も高く，ついて左官 ・瓦工，日雇，商業，自由業

サラリ 」マン，林業の！阻て、五三i8iと最低との差は23%であ

る。 N.a.の排虫数は農家が反も多く ，ついて、日雇，左

官 ・瓦工，サラリ 」マン，商業，自由業，林業の!I民て，

最大と最小との差は，15.3匹て，職業主が著しい。鈴木

らは A.d.が主に牙布する宮J城県の一良村において，鈎

虫J感染は良一耕従事者に最も多く，ついて農業以外の勤労’

者， 留守番， 子守， 学童， 幼児の)J[U•（＇減少している と述
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べ，牟田口は A.d.が主として分布する佐釘児－て，農耕

従事者に最も高く，農業以外の就職者，無職および家事

乎伝はかなり低く，小児には一人も発見出来なかったと

述べ，小宮山は農家と非農家との鈎虫感染率は，50%:

19.3%であったと報告し. ~~[I沢（1954）もほ三同様な傾

向を認めている。

6) 耕作面積と鈎虫感染

鈎虫感染を成立させる条件として，生野菜，漬物など

の摂取と良耕地への立入りなどが考えられる。木村にお

いては世帯聞にとくに変った食生活が営まれているとは

考えられないが，土壌接触の有無および；別立については

相違がある。農家に限らず農村に居住する者は，自家菜

園を営んでいる家庭が多い。また農家の耕地は田と畑に

よって構成され，面総も種々様々である。しかし鈎虫感

染源である糞尿量には限j立があり，それを胞肥する崩地

はおのずから制限される。

先ず，耕地のない世帯とそれを有する世帯との A.d.

と N.a.の感染状態を比較すると，前者は後者より著し

く低率てあるが，A.d.より N.a.に去の度合が強い。耕

地を有する世帯間ては，A.d.の感染率は， 田0反 ・畑

3～6反が最も高く40%，田6～9反 ・畑8～6反29.7

%， 回9反以上 ・畑6反以上29.5%, 田9反以上 ・畑

8～6反26.29oは低いが，殆んどの農家が30%台であ

る。 N.a.排虫数は田 0反 、佃8～6反， 田O～ 3反 ・

畑6反以上，田6～9反 ・畑3～ 6反の良’s＜が多く，田

6～9反 ・畑0～3反，国9反以上 ・畑6反以上，回3

～6反 ・畑0～3反，田8～6反 ‘畑3～6反の良家が

少ない。 N.a.の感染率は，田6～9反 ・畑6反以上，田

8～6反 ・畑3～6反，回8～6反 ・畑0～3反，田6

～9反 ・畑6反以上の良家が向く，田0反 ・畑8～6反

凹6～9反 ・畑0～8反，回0反 ・畑0～8反，田0～

8反 ・畑8～6反の農家が低い。 N.a.j:ji：虫数は， 回3

～6反 ・畑6反以上，回6～9反 ・畑0～8反の良家か・

7るく，回0反 ・畑8～6反，田9反以上・畑8～6反，

田0反 ・畑0～8反，田O～ 8反 ・畑6反以上の農家ば

少ないcすなわち木付ては，同種鈎虫ともに田畑の広狭

による感染率，m1虫数の左はみられない。次に農業専従
青について耕作面積別に比較すると，鈎虫の著しい感染

左はみられず，両種の感染率，排虫数とも同誌な傾向を

呈した。しかし農家と非良家の聞の差は著しい。鈴木ら

は農家と非農家との聞には著しい差がみられるが，農家

の場合，耕作反別の少ない農家とくに畑の反別の少ない

民家は，低感染の傾向にあるが，有志；差は認められなか

( 146) 
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ったと述べ，；WiJ沢（1957）は A.d.,N.a.ともに土壌関

係荷に感染がみられ，畑より水田が鈎虫感染を助長させ

τいるとし， その原因は人§~撒 「Iiの多少に左右されると

報；1~－ している。両者の報告および著者の成績を併せ検討

すると，鈎虫感染が経皮的に営まれる場合は，田や畑を

とわず，人挺撒ずrT量と焔肥面積との関係が問題の対象て

あり，耕作間積の広狭はあまり百要てないように考えら

れる。

7) A.d.，と N.a.の感染態Jitの比較

A.d.と N.a.との分布および感染態皮を地域，土地

の，~：~低， 気7111し土壌の pH， 年齢， 性， 職業， 耕作面積な

ど同然から人為に亘る諸条件て比較検討すると，当村の

女11き小地域においては人為的因子が強く働くようであ

る。両種鈎虫の近似または一致する点はa）小児は低率，

低濃J文であるに対し，成人は高率，高波皮てある。 b)

A.d. の ？：~率部部に N.a. も高い感染率仕示している。

c) 世帯主の職業別，地区別に男と女との感染傾向は近

似しているのd) 明瞭てはないが，人糞施肥の耕地に接

する機会の多い良業，日雇の就業者およびとの家政に，

，感染率が高く，をの機会の少ないサラリ 」マン，商業，

自由業の就業者およびをの家族に低い。 e) 農家はJF12k

家に比して感染濃度が高いが，耕地の広狭には影響さJし

ない。相違または不一致の点は a) A.ιの感染率，俳
虫数は部搭差，j＞；.小さく ，N.a.のとれは大きい。 b)A.d 

の排虫数は，土壌接触の多少と比較的無関係であるが，

.N.a.のをれは土壌接触の機会が多い程大きくなる傾向

がある。 c）土地の高低によらず，大部分の部落て A.d.

感決率が N.a.より高いが，優占j支を：比較した場合，

布地に A.d.が，平地に N.a.が優占する傾向がみられ

る。商業，自由業，サラ リーマンなど土壌接触の少ない

家庭が多く居住する山町には，平地にJ句らず A.d.が優

占している。

さきに著者（1956）は，長期臥山中に経口感染により鈎

虫の多数寄生を来した例から，小宮(1956），永吉（195G)

らの主践する如く，生物学的，木態的に A.d.の感染経

路は経口主Jli,N.a.は経皮主道との見解を発点しえ。

永吉は，疫学的には生態学的条件の変動により感染経路

の主道も変動するとしているが，今回の調丘成績による

と，A.d.と異なり N.d.のti!'虫数は土壌の接触！日l数と

関係し，また平地ては N.a.が，高地ては A.d.が優占

する傾向にあるのにs土壌接触機会の少ない職業家庭の

多い山町部治ては，平地にもJ句らず A.d.が優占するな

どの成績がえられているので，この主演を肯定しでも矛
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盾てはあるまい。

結論

H召和31年8月から10月までの8ヶ月間，宮崎県北諸県

．郡山之口村に居住する可及的全員に尿便を提出させ，飽

和食塩水浮説法の検便につづく，四塩化エチレン・ネマ

トーノレ併用の集団駅虫を施行し，鈎虫感染状態ミ：疫学的

に調査．し，下記の如き成績を得た。

1〕 木村の鈎虫感染率は 42.5%,A.d.感染率は 34.4

%，平均排虫数 6.4匹，N.a.の感染率は 26.7%，平均

排虫数17.0匹となり，同種鈎虫とも一般良村同様濃厚に

感染しているが，分布中日は A.d.優占型てある。

2) A.d.の感染率が高い部落は12,N.a.のそ礼が高

い部落は3,A.d.のjjl：虫数の多い部落は2,N.a.のとJi

が多い部落は13である。 A.d.の感染率は23～44%,N.a. 

の感染率は13～39%の間て変動し，部搭差は A.d.くN.a.

となり，排虫数は A.d.3.2～ 9.6匹，N.a.4.1～35.8 

匹の間て相違し，部部左は A.d.<N.a.である。A.d.と

N.α．の聞に正の相関性を認めた。

3) 一般に A.d.,N.a.の感染率，排虫数は共；こ小児

に低く成人に高い。

4) A.d.の場合，児が日率の部落7，女の高率部落1,

児の排虫数が多い部搭3，女の排虫数の多い部落4とな

り，N.a.の場合，男の高率の部品＂ 6，女がI高率の部落4,

男の排虫数が多い部端5，女の排虫数が多い部治6て両種

とも部落により種々段々て、，特異な性差は認められなか

った。

5) 世帯主の職業別に家庭の鈎虫感染状態を比較した

場合，A.d.の感染率は口屈が最も向く ，ついて、農業，

白由業，商業，柄、業，左官 ・瓦工のJI国ですラリーマンが

；肢も低い。最高と最低との差は15%である。 rn：虫数は慨
して職業差がない。 N.a.の感染率は良業が段もl完く，

左官 ・瓦工，日j霞，商業，自由業，サラリーマン，林業

の）｜闘で，最高と最低との差は23%である。 tJb虫数；ま良菜

に最も大きく ，ついて、日雇，左官・瓦工， サラリーマン，

商業，白山菜，林業の）llf(て，最大と最小のぷは 15.3匹

で，職業差が甚しい。就業者について同様に比依すると

両種の感染率および N.a.のNI：虫数は，土壌と関係の深

い日雇，良業，左官 ・瓦工に高く ，自由業，サラリ ーマ

ンに低い。 A.d.の排虫数は職業差が比較的小さい。

6) A.d., N.a.とも農家と非農家との聞に感染差が

みられ，とくに N.a.に著しいが，田畑の広狭によって

は差が認められない。

( 147) 
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7) 木村の如き小地域においては，各部落聞に気温，

土j史pHなどの自然要因には殆んど」：日Jiilがみられず，し

たがって鈎虫分布への影響もみられないようて、あった。

8) J感·d~ ；終ては大部分の部訟に A.d. が多いが，優占

lえて比較すると， 高地に A.d., 平地に N.a.が優占し

てUるが，山町部落は平地に山らず A.d.が優占する。

以上の成績Jウ、ら比較的狭い地域においては，臼然要凶

より人為的要囚が強く働

の）J、内iに2覧つかの相違が発凡され3 疫学的な感染態伐に
も幾牙のイ：目迫がみられるようであるが，内ili究を要する

ものと考える。

終りに臨み，御校聞の労を賜った恩自1li小坂淳夫教授な

らびに終始御指導を賜った永吉段耐昨土に深謝し，併せ

て本調査に御協力頂いた山之口村当局者，者j_i減保健所の

諸氏に御礼申し上げます．

本論文の要旨は，第10[Dl日本寄生虫学会南日本文部

大会において発表した．
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Summary 

From August to October 1956, at Yamanokuchi 
Village, Kitamorokata Gun, Miyazaki Prefecture, 
the anthelmintic masstreatment was executed and 
the following results were obtained. 
1) The hookworm infection rate was 42.5%; 
Ancylostoma duodenale (A.d.) infection rate was 
34.45?-C:; the average number of the discharged ho-
okworms was 6.4 ; N包catoramerz"canus (N.a.) in-
fection rate was 26. 7 % ; the average number of 
discharged 17.1. Namely, the infection rate of A. 
d. was higher than that of N.a., and the number 
of the discharged N. a. was larger than that of A. 
d.; but generally speaking A.d. was dominant. 
2) Distribution of A.d. and N.a. The author 
made a comparative study of the various phases, 
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ranging from natural factors to social ones, such 
as residential districts, high or low ground, tempera-
ture, pH of the soil, age, sex, professions. cultiva-
tion area, etc. 

Approximative and similar points between A.d. 
and N.a. 

a) Infants showed low rate and low density, 
while grownups showed high rate and high density. 
b) Those hamlets which had a high rate of A. 
d. also showed a high rate of N.a. 
c) The infection tendency toward these two ho酌
okworms had no distinction between sexes when 
arranged according to the occupations and residential 
sites. 

d) Farmers. daylabourers very often attached to 
farm soil and their families showed a high infection 
rate of both A.d. and N.a., while salaried men 
or those who are engaged in commerce, in the 
higher professions, etc. and their families showed 

a low infection rate. 

e) Farmers showed a higher rate and a higher 
density both for A. d. and N. a., as compared with 
those of non-farmers, but they were not influenced 
by the amount of their farming soil. 
f} In such a small site as our village, there was. 
no distinct difference in natural factors of each 
hamlet. such as temperature, pH of the soil, etc., 
therefore, they had no influence upon the distribution 
of hookworm. 

Di旺erentpoints recognized between A. d. and N.a .. 
a) As regards the ihfection rate and the average 
number of the discharged A.d. each hamlet had 
only a slight difference ; on the other hand, regarding 
those of N.a. considerably distinct difference could 
be found. 

b) The number of the discharged A.d. had no-
relation with the amount of contact with the farm 
soil, but in the case of N.a. the number of the 
discharged showed a tendency to increase or de-
crease according to the frequency of the contact 
with the soil. 

c) Regardless of the height of the sites, in most 
of the hamlets the infection rate of A.d. is higher 
than that of N.a. but it seemed也atin h¥gher 
sites A.d. was dominant and in lower sites N.a. 
was dominant. But in Yamacho Hamlet where 
most inhabitants are engaged in commerce, o缶ce
work, or the higher professions A.d. is apparently 
dominant 

The above mentioned discriminations are consid-
ered to show a rather wide di旺erencebetween the 
infection behavior of A.d. and that of N.a. 




